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                午前10時00分 開議 

                （出席議員数17名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） これより、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 本日の会議録署名議員には、 

        大 栗 民 江 君 

        天 日 公 子 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 市政に関する一般質問 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第１、昨日に引き続き、市政

に関する一般質問を行います。 

 それでは、ただいまより、黒岩岳雄君の質問を行いま

す。 

 ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） -登壇- 

 おはようございます。 

 通告に基づき、質問いたします。 

 １件目は、土砂災害予防について。 

 土砂災害、土石流災害の警戒と予防策についてお伺い

いたします。 

 近年、各種の自然災害が全国各地で起こっております。

自然災害とは、暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、

津波、噴火、その他の異常な自然現象により生じる被害

と定義されております。長雨や局地的豪雨、ゲリラ豪雨

などにより、全国各地で土砂災害が発生し甚大な被害を

もたらしております。このような局地的豪雨などによる

災害は、富良野地域においてもいつ起きてもおかしくな

いとの考えで対応すべきと思います。 

 富良野地区では、平成20年から25年にかけて、土砂災

害警戒区域等に４河川が指定されております。北の峰町

北二線川、中御料四線川、東鳥沼名取の沢川、字西達布

川松沢二の沢川です。これらは、急峻な地形で、下流域

には住宅や集客施設などがあり、居住する人たちが多数

おります。 

 土石流のメカニズムは、三つに区分されることが多い

とのことです。一つは、渓流内に堆積している不安定な

土砂が、集中豪雨等による異常な出水の動きで流動化し、

土石流となる場合、二つは、集中豪雨あるいはその他の

自然現象が原因となって山腹崩壊、土砂崩れが発生し、

その崩壊土砂が多量の湧水や表流水を得て流動化し、渓

流内に流れ込み、そのまま土石流化する場合、三つは、

集中豪雨あるいはその他の自然現象が原因となり、地滑

りや山腹崩壊が発生した際、その崩壊土砂により河川が

一時的に閉塞されて天然ダムを形成し、その後、湛水に

伴う水位上昇によりそれが決壊して土石流化する場合、

これらのことにより土石流は集中豪雨が主要因と考えま

す。 

 土石流災害を少しでも減らすため、警戒と予防策が重

要と考えますが、どのような考えで対策を立てられてい

るか、お伺いしたいと思います。 

 １点目は、土砂災害警戒区域等に関連する下流域の地

域住民、集客施設などへの周知や予防策としての避難啓

発はどのようになっているのか、また、ハザードマップ

の現状はどのようになっているのか。 

 ２点目は、土砂災害警戒区域等は、国有地、民有地な

ど権利関係も複雑な中、防止対策としての砂防事業、砂

防ダム、治山事業、治山ダムの現況と今後の取り組みは

どのようになっているのか。 

 ３点目は、土石流の発生は、雨量計で把握できない局

所的な集中豪雨が引き金となる場合もあり、避難勧告は

もとより、自発的な判断による早期の避難が安全につな

がるとの考えもある中、避難勧告、避難指示等の発令基

準、根拠はどのようになっているのか、以上３点につい

てお伺いいたします。 

 続きまして、２件目は、外国人観光客の誘致について

お伺いいたします。 

 ４点お伺いします。 

 １点目は、外国人観光客増加のための施策についてお

伺いいたします。 

 観光は、力強い経済を取り戻すための極めて重要な成

長分野と言われております。経済波及効果の大きな観光

は、急速に成長するアジアを初めとする世界の観光需要

を取り込むことにより、地域活性化、雇用機会の増大な

ど効果が期待できます。 

 世界の人口は、2045年には90億人を超えて、現在の71

億人から大幅に増加すると予測されております。一方、

日本の人口は、2045年には１億人を切り、減少と予測さ

れております。今後、成長する海外市場を重要視するこ

とは、富良野観光にとって大変重要と考えます。また、

政府は、訪日外国人旅行者数を平成32年、2020年に2,000

万人の目標を立てております。本年、訪日外国人１月か

ら10月は866万人と過去最高の2010年の861万人を上回

り、過去最高の入込みとなり、待望の1,000万人越えが期

待されるとの報道もあります。 

 富良野市においても、上期４月から９月の外国人宿泊

は１万9,553人、前年プラス9,212人、プラス189.1％、同

様に外国人延べ宿泊は２万8,236人、前年プラス１万3,059

人、プラス186.0％と大幅に増加しております。これらは、

震災後の回復基調と円安、新千歳空港、旭川空港への直
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行便の就航及び増便、ビザ免除処置などの効果と思いま

す。上期は、成長著しいアジア圏の入り込みが全体の

93.3％を占め、増加の要因となっております。 

 今後も継続して訪日外国人観光客をふやしていくため

の施策が重要と考えますが、現在の施策と今後の方向性、

取り組みをお伺いいたします。 

 ２点目は、ＩＴ、Ｗｉ－Ｆｉによる情報提供とその環

境整備についてお伺いいたします。 

 外国人観光客の個人旅行者、ＦＩＴは、増加する傾向

にあります。旅行に際し、インターネットなどで旅行先

の情報を取得し、滞在時のプランを練るとのことです。

また、来日後は、Ｗｉ－Ｆｉ等で現地の詳細な情報を取

得し、滞在をエンジョイするとのことです。 

 外国人観光客の受け入れに伴い、情報発信と観光客の

情報の取得についての環境整備が重要であり、充実させ

る必要があると思いますが、現状と課題、そして、今後

の方向性をお伺いいたします。 

 ３点目は、外国人対応のガイド育成による観光案内の

充実についてお伺いいたします。 

 現在、外国人観光客の受け入れに当たり、外国人に対

応できるガイドが不足していると考えます。外国人観光

客へのサービス向上は、観光業界や地域にとって大変重

要なことであり、そのためには観光案内もしっかりでき

るガイド育成が必要と考えます。 

 今後、まちなかに観光案内の核となるビジターセンタ

ー、観光交流施設を設け、外国人に対応できるスタッフ

を配置し、官民一体となったワンストップサービスを実

現させる必要があると考えますが、どのように考えてい

るか、お伺いいたします。 

 ４点目は、市民の受け入れ環境の強化についてお伺い

いたします。 

 市民の皆さんに観光の重要性を知っていただき、支援・

協力体制を整えることが必要と考えます。富良野市の人

口は、少子高齢化となり、今後も人口減少が進むと予測

されております。市民１人の年間の消費金額は120万円と

言われており、人口減少は富良野経済規模を縮減します。

一方、観光客は、経済活性化となり、地元を潤すことが

可能です。宿泊40人で、市民１人分の消費額を補うこと

ができます。このように、観光は富良野にとって大きな

財産となるものです。 

 そこで、観光客から愛されるまちづくりを考えたとき、

市民やまち全体が観光客に対してウエルカムの雰囲気が

あったり、ホスピタリティーにあふれていたり、市民と

観光客が心地よい交流ができたら、富良野が印象に残り、

口コミや再訪問につながるのではないかと思います。そ

のためのホスピタリティー向上につながるような取り組

みや、市民との交流を図るために、市民の中で卓越した

技術や技能を持った達人、たくみと言われる人たちに協

力をいただき、日本文化や地域文化などを体験していた

だくことが必要と考えますが、見解をお伺いいたします。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 おはようございます。 

 黒岩議員の御質問にお答えをいたします。 

 １件目の土砂災害予防についての土石流災害の警戒と

予防策についてであります。 

 本市には、土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域

として、北の峰地区の北二線川を初め４カ所が指定をさ

れているところであります。市は、指定を受け、その住

民周知、警戒区域内における災害時要援護者関連施設へ

の情報伝達について責務を担っているところであります。 

 なお、指定の際には、必ず地元説明会を開催している

ところであります。 

 また、防災訓練におきましても、土砂災害を想定した

避難訓練を行っているところで、平成20年には四線川、

21年には北二線川周辺の地区住民の参加をいただきまし

た。さらに、全市民に向けては、洪水ハザードマップの

配布、広報への記事掲載、防災出前講座等で周知啓発を

図っているところであります。 

 今後におきましても、土砂災害警戒区域を知っていた

だくこと、特に指定区域の住民にとっては自分がそこに

住んでいることを認識していただくことが非常に大切な

ことであり、自助、共助の一歩、いざというときにはい

かに行動するかの第一歩と考えておりますので、周知啓

発に努めてまいりたい、このように考えているところで

あります。 

 次に、指定区域における治山・砂防事業の取り組み状

況と今後の進め方であります。 

 北二線及び四線川、名取の沢川については、過去にも

上流部で治山事業を実施しておりますが、土砂堆積が著

しい名取の沢川については、再度、道営治山事業により、

平成23年度から侵食防止及び土砂流出防止の工事を行

い、本年度９月20日に完成をしたところであります。ま

た、北二線川につきましては、土砂災害時特別警戒区域、

レッドゾーンの指定もあることから、北海道に対し、砂

防事業での早期実施を要請しているところであり、四線

川、川松沢二の沢川につきましては、今後の状況に応じ

て砂防事業や治山事業での実施について関係機関に要請

を行ってまいります。 

 次に、避難勧告及び避難指示の基準であります。 

 平成23年に策定をいたしました避難勧告等の判断・伝

達マニュアルにより対応することとなり、発令の判断は

次の三つの要素を総合的に勘案して行うこととなります。

一つには、気象警報で大雨警報、大雨警報の中でも特に
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土砂災害、土砂災害警戒情報、土砂災害警戒判定メッシ

ュ情報などがこれに当たります。二つには、土砂災害警

戒区域あるいは土砂災害危険箇所の指定がなされている

かどうか。三つには、現地における前兆現象で、巡視等

により水の濁りや量の変化、擁壁、道路等のクラック、

俗に言う亀裂、山鳴り等の前兆現象の有無が判断材料と

なります。 

 土砂災害は、降雨量と密接な関係があり、地中にしみ

込んでいる水の量が多いほど発生しやすく、また、短時

間に集中している場合には発生しやすく、規模も大きく

なると言われますが、一概に何ミリという基準はござい

ません。雨量だけでなく、斜面の傾き、地質、植物の有

無に関係するところであり、特に土石流は短時間の強い

雨が引き金になります。いずれにいたしましても、土砂

災害予防には、まず、危険箇所を知ること、そこに住ん

でいることを認識することが事前の予防策として最も大

切なことと考えており、今後も周知啓発に努めてまいり

ます。 

 ２件目の外国人観光客の誘致についての１点目、外国

人観光客増加のための施策についてお答えをいたします。 

 現在、国では、災害からの復興、国民経済発展や国際

相互理解を目標に、観光立国の実現に向けた施策を展開

しており、その結果、本年10月現在の訪日外国人の累計

は、過去最高の866万人となっております。これに比例し

て、本年度の富良野市の上半期の外国人の宿泊延べ数も

前年度対比86％増と大幅に増加をしているところであり

ます。 

 本市では、これまでも、国を初め、さまざまな機関や

関係の支援をいただくとともに、富良野・美瑛広域観光

推進協議会やあさひかわ観光誘致宣伝協議会などとの連

携により、海外プロモーションやメディア、旅行会社の

招聘、インターネットなどを通じた情報の発信を積極的

に行ってまいりました。また、受け地側といたしまして

も、インフォメーションセンターの整備、パンフレット

や看板などの外国語による表記、外国人スタッフの配置、

夏季の富良野ロープウエーの無料乗車、日本の文化に触

れる機会や雪遊びのできる場の提供、新千歳空港－富良

野間バス運行支援やスキー場とまちなかを結ぶバスの運

行など、外国人観光客の利便性と満足度向上の取り組み

を進めてきたところであります。 

 今後の取り組みといたしましては、現在進めておりま

す日本の顔となるブランド観光圏の確立、宿泊、体験、

２次交通の外国人向け予約システム導入によるワンスト

ップサービスの充実、文化交流などの促進やおもてなし

の向上を含めた観光人材育成を図るとともに、顧客ニー

ズの適切な把握と情報の共有などにより改善が図られる

よう努めてまいりたい、このように考えているところで

あります。 

 また、外国人観光客の誘客に当たりましては、国交関

係なども影響することから、複数の国々でリスクの分散

を図るとともに、入り込みの多い国々でのリピーターづ

くり、さらには、ムスリムを初めとする新しいマーケッ

トの開拓など、国や関係機関・団体と連携をしながら効

果的な誘客を進めてまいりたい、このように考えている

ところであります。 

 ２点目のＩＴやＷｉ－Ｆｉによる情報提供とその環境

整備についてであります。 

 現在、海外への情報発信につきましては、ふらの観光

協会が運営する英語・中国語対応のホームページ、また、

市の嘱託職員によります中国語対応のフェイスブック、

韓国語のブログとあわせて、民間事業所それぞれが情報

発信を行っている状況であります。また、本地域での情

報の取得につきましては、インフォメーションセンター

での情報提供やパンフレットに加え、観光客が持つスマ

ートフォンなどが主流となっているのが現状であると認

識をいたしているところであります。 

 市内のＷｉ－Ｆｉスポットの設置状況につきましては

約70件となっており、観光協会、駅などのほか、ホテル、

旅館、飲食店を中心に整備が進んでいるところでありま

すが、外国人観光客がひとり歩きできる環境にはまだ十

分に至ってない状況にあると認識をいたしているところ

であります。 

 今後の情報発信につきましては、誘客の拡大に向けた

多言語化への対応と、本地域での情報収集のためのＷｉ

－Ｆｉスポットの拡大は重要な課題であると考えており

ますので、関係団体、民間事業所との連携を図りながら

環境整備に努めてまいります。 

 ３点目の外国人対応のガイド育成による観光客の案内

の充実であります。 

 外国人観光客に対応できる観光案内所やガイドの充実

は、日本人、外国人を問わず、観光客が効率よく周遊す

るために重要なことであると認識をしております。現在、

市内におきましては、観光案内所を５カ所設置し、その

うち駅横の案内所では英語、中国語に対応しており、ま

た、市役所におきましても中国語、韓国語の対応を行っ

ているところであります。また、市民の受け入れ体制の

向上を目指して、中国語と韓国語の語学研修やおもてな

しの研究を行っているところであります。 

 今後も、拡大が予測される外国人観光客への観光案内

やおもてなしなどは大変重要であると考えておりますの

で、関係機関と連携しながら人材の育成に努めてまいり

ます。 

 ４点目の市民の受け入れ環境の強化についてでありま

す。 

 富良野市観光振興計画における市民の役割といたしま

しては、富良野の魅力を支える真の主人公であり、観光
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客を温かく迎える役割があるとともに、おもてなしの向

上を図ると位置づけているところであります。現在、市

民が温かく迎える取り組みといたしましては、へそ祭り

や冬季の文化交流ライブ、山部＠まるごと体験村などに

おいて、市民ボランティアなどにより日本文化である茶

道、書道、折り紙、民謡、三味線、琴、そば打ち、浴衣

着つけや富良野市特有のへそ踊り、弥栄太鼓の体験など

の交流を行っており、外国人観光客にも大変好評な中で

体験観光を推進しているところであります。 

 また、おもてなしの向上に向けた取り組みといたしま

しては、東京ディズニーランドのスタッフ教育を実践し

てきた方を講師にお招きいたし、講演会の開催、中国語、

韓国語の語学やおもてなしの研修、また、小学生からの

英語、中国語、韓国語の語学や、外国文化に親しむため

の授業なども実施をしてきたところであります。 

 今後も文化の交流や体験などによる観光が富良野観光

の国際化において大変重要であると認識しておりますの

で、通年・滞在型の推進に向けて、多彩な市民の方々に

御協力をお願いするとともに、また、市民と外国人観光

客が多く接することにより、ホスピタリティーの向上に

もつながるものと考えておりますので、より充実した取

り組みを推進してまいります。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） では、随時、順に沿って質問さ

せていただきたいと思います。 

 土砂災害の警戒区域につきましては、４河川あるとい

うことでした。また、いま答弁があったように、住んで

いる方が自分は万が一のときにそのエリアにいるのだと

知ることは本当に重要だと思います。常日ごろからそう

いう意識を持っていれば、万が一、災害があっても先に

逃げることが十分可能だと思いますので、それは、いま

までどおり、ぜひ進めていただきたい、こんなふうに思

います。 

 ただ、この４カ所のうちの避難場所です。ここに逃げ

なさいと避難場所が指定されているのですが、遠い場所

は約４キロメートルぐらいあるのですね。例えば、名取

の沢川は、富良野自動車学校まで約４キロぐらいありま

す。近いところでも、北の峰の北二線川のエリアですと

朝日ヶ丘総合公園が500メートル前後だと思うので、そう

いうところだと歩いて逃げられるのかなと思うのです。 

 ４キロぐらい離れていると、どうしても車などで避難

しなければいけないのではないかと思うのですが、避難

場所を確保できないという理由もあると思うのですが、

車あるいは徒歩なのか、その辺はどういう考え方でしょ

うか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 黒岩議員の再質問にお答え

いたします。 

 避難場所が遠い地域における対策というふうなことだ

と思います。 

 まず、災害時に関しましては、どういった状況なのか

という気象情報を事前にしっかり伝えていくことが大切

だと考えております。先ほど市長からも答弁させていた

だきましたが、一般的な大雨警報といった中で、そうい

う情報についてその地域を含めて周知していくこと、も

う一つは、その後、土砂災害の大雨警報、そして、土砂

災害警戒情報ということで、段階を追い、必要に応じて

情報提供ということになってまいります。 

 過去にも、平成23年ですが、９月に台風等による大雨

災害がございましたが、そのときも、事前に土砂災害警

戒の情報を提供し、その地域の連合会長あるいは自主防

災組織、旅館組合、その他関係する社会福祉の施設等に

注意喚起いたしました。そして、準備は整えていただき

たいこと、もう一つは、移動の手段もそれぞれ適切な形

で考えていただくというふうなことで対応しておりまし

て、やはり、事前に情報を提供する中で、どのような形

で避難するのか、自主防災組織等とも連携を図りながら

改めてそのあたりの対策を進めてまいりたい、そのよう

に考えております。 

○議長（北猛俊君） ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） 早い情報が出れば、それだけ避

難される方も移動手段をいろいろ考えられると思うので、

それはいいことかなというふうに思います。 

 続きまして、私はたまたま過去に経験があるのですが、

土石流の災害があった場所に実際に立ち会ったことがあ

ります。過去の大雨で流木とか小石がところどころに固

まり、川の中に小さなダムみたいなものが幾つかできて

いるのですが、今度、すごく雨が降ったときに、そうし

た小さなダムが一斉に破れて石とか流木が土石流として

一緒に流れ出して大きな災害になっていく、そういう場

所に立ち会ったことがあります。 

 ですから、指定された河川は、ほかにもそういう危険

箇所があると思うので、常日ごろの点検が必要ではない

か、こんなふうに思います。点検は大変だと思いますが、

どのような考えか、お伺いいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 土砂災害の区域における施

設等の日ごろからの点検ということでございます。 

 御案内のとおり、ハザードマップの中では、土砂災害

の特別警戒区域、土砂災害警戒区域、土石流危険区域、

その他急峻な斜面を危険区域として把握してございます。

そういった中で、災害時はもちろんのこと、定期的な状
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況確認の中で、必要に応じて工事等について道等にも要

請していくというふうな考えでおります。 

○議長（北猛俊君） ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） では、続きまして、今度は２点

目の外国人観光客の誘致についてお伺いいたします。 

 先ほど市長からもいろいろと答弁いただきまして、そ

れなりに成果が上がっているのではないかという感じが

いたします。 

 一つは、外国の観光客に対するアンケートというのは

やっているのでしょうか。観光客へのアンケート、いう

なれば外国人のお客様の声ですね。この実態を把握し、

対策を立て、改善して満足度を上げていくことが必要だ

と思うのです。ですから、外国人観光客増加の施策とし

て次の手を打つためにそういうことも必要ではないか、

こんなふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 商工観光室長山内孝夫君。 

○商工観光室長（山内孝夫君） 黒岩議員の再質問にお

答えいたしたいと思います。 

 外国人に対するアンケート調査を行っているのかとい

う御質問かと思います。 

 現在、富良野、美瑛含めて、直接、外国人へのアンケ

ートはとってございません。それは、語学とかいろいろ

な問題もございまして、そのような状況にはまだ至って

ないということでとっておりません。ただし、国の観光

庁、それから各機関等でさまざまな角度からそのような

状況を把握してございますので、こちらのほうも、それ

を参考にしながら、こういうことに取り組んだらいいだ

ろうかとか、いろいろな検証を含めて使用させていただ

いているというような状況にございます。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） いま、アンケートはとっていな

いということなので、今後、できれば地域としてぜひと

っていただければと思います。 

 先日、スキー関係の管理運営協議会というのがありま

して、そちらの現場から出た意見ですが、たまたまけが

をされるお客さんがいますけれども、お客さんが医療施

設に行った場合、誰か通訳がいないと非常に困るという

話があります。実際、病院側で100％の対応というのは難

しいと思います。いままで、極力、対応したそうですが、

今後ともそういうことが起こり得る可能性がありますの

で、その辺の対策または方向性をもし持っていればお願

いしたい、このように思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 商工観光室長山内孝夫君。 

○商工観光室長（山内孝夫君） 現在、外国語として対

応できるのは、英語の一部、それから中国語、韓国語の

できる方たちがおりまして、基本的に、何かけがやアク

シデントがあったときには、非常体制を含めて受け入れ

る体制はこちらのほうで一応とっております。ただ、英

語に関して、専門的な医療関係の言葉までいきますと、

こちらもちょっと対応しかねるところがございますので、

その辺はドクターにお任せするしかないかというふうに

も感じております。 

 いずれにせよ、お客様が安心して周遊できるような環

境づくりについては努めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） 次の２点目のＩＴ、Ｗｉ－Ｆｉ

の情報提供、環境整備についてです。 

 こちらは、先ほど市長からお話がありましたように、

観光庁で訪日外国人旅行者の受け入れ環境整備について

アンケートをとっております。その中では、外国人旅行

者が旅行中に困ったことの一番が情報収集、また発信と

いうことだそうです。海外市場においてスマートフォン

の普及が拡大しており、海外から訪れる観光客の行動も

スマートフォンによる情報収集・発信ということに変化

してきているという裏づけがあるようでして、無料公衆

無線ＬＡＮ環境が一番要望があったということでござい

ます。外国人の声の中には、日本はＷｉ－Ｆｉの使える

ところが少ない、それから、Ｗｉ－Ｆｉが使えると観光

情報とか地域情報を調べやすい、それから、ツイッター

やフェイスブックで観光に来たときの写真を伝えたい、

これは口コミとか再訪問につながると思うのですが、こ

んな意見がありました。 

 先ほど市長からもこれは今後とも積極的に進めていく

というようなお話がありましたけれども、現在70件ほど

らしいですが、これについて、もうちょっと進めていく

のか、どのような考え方、進め方を持っているのか、お

示し願いたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 商工観光室長山内孝夫君。 

○商工観光室長（山内孝夫君） 黒岩議員の再質問にお

答えいたします。 

 情報を収集できる状況づくりの今後の進め方という内

容かと思います。 

 議員のほうから、いま御指摘ございましたように、観

光庁のアンケート調査によりますと、外国の方が日本に

来られて一番困ったのが、実は情報収集でした。無料の

公衆無線ＬＡＮがないということが36.7％と、３人に１

人の方が不便を感じております。これは、国内、日本全

体の問題です。それから、２番目に、コミュニケーショ

ンがとれない、これは会話で、語学の関係が絡んでくる

かと思うのですが、24％と４人に１人です。３番目は、
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公共交通の情報手段がなかなかとれないと。いわゆる先

ほど言いました情報の引き出しを含めて、これが20％で

５人に１人という状況にございます。 

 そのような状況を踏まえて、ことし、北の峰地域に光

ケーブルが入りましたので、関係する方々と相談しまし

て、なるべくそういう状況をつくりましょうということ

になりました。これは個人設置になるのですが、そのよ

うな形で進めてきて、いま、70件まで引き上がってきた

という状況にございます。 

 そういう中で、一番の課題は、これは日本国内の問題

かと思いますが、例えば欧米とかアジアに行ってこのよ

うな情報を取得しようとすると、それぞれが持っている

個人の携帯電話からすぐにつながる状況があります。な

おかつ、場所によっては無料でその情報が提供されると

いうことで、外国人の方にしてみれば、いつ、どこでも

情報を収集できるのが前提というのがいまの世界の主流

といいましょうか、状況になっています。それに対して、

日本では、何か問題があるといろいろ困るということで

一つハードルを設けます。例えば、その情報を収集する

ためには、自分のアドレスを一回送ってあげて、認証さ

れて初めてあなたのお名前はどなたですねときちんと確

認できた上でないとなかなか引き出せないというハード

ルが現実にございます。それからもう一つ、簡易な方法

としてパスワードという方法もありまして、日本の国内

では、なるべく簡易的でお客さんに便利な形で進めよう

とする場合には、そのパスワード方式が一番いいかなと

考えて、いま、皆さんと相談しながら進めております。 

 いずれにせよ、光が入ってきた状況、それから、お客

さんがどこでも情報を引き出せるような状況を含めて、

関係団体・機関、協会を含めて、先ほど申し上げました

ように北の峰もそうですが、まちの中も同様、同じよう

に、随時、なるべくそれを普及させていきたいと考えて

おります。それがお客さんの満足度につながっていき、

リピーター含めて、もう一度来ていただけるような状況

づくりをしながら、口コミを広げる取り組みを進めてま

いりたいというふうに思っておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） 続きまして、３点目の外国人対

応のガイド育成及び観光案内の充実についてお尋ねいた

します。 

 外国人対応のガイドの養成は、海外のお客様を受け入

れるに当たっては本当に急務である、そんなふうに感じ

ます。もう一点、観光案内所の充実ということも必要か

というふうに私は思います。 

 先ほど若干お話が出ましたけれども、富良野市は、１

市４町１村で観光庁の地域ブランド観光圏を現在進めて

おります。この事業の次のステップとして、ブランド観

光地域の登録制度が控えているというふうに聞いており

ます。これは、観光案内の機能がウエートを占めてくる

と言われておりまして、観光案内の機能としてはサービ

ス、外国人対応、外観、内装、交流スペース、これらに

対して厳しい条件が課されると聞いていて、まちの中に

ビジターセンター、観光交流施設のようなものが必要で

はないか、こんなふうに感じます。 

 そんな中で、いわゆる観光客だけを相手にするのでは

なくて、市民と観光客の交流スペースや市外から訪れる

人たちのための移住促進、あるいは、就業・起業相談と

か居住案内という市の窓口業務もその中に入って一緒に

やるような方法も考えられるのではないか、こんなふう

に思います。 

 私は、将来として、そのような考え方が必要ではない

か、こんなふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 商工観光室長山内孝夫君。 

○商工観光室長（山内孝夫君） 黒岩議員の再質問にお

答えいたしたいと思います。 

 観光という分野に限って、１点目についてお話しさせ

ていただきます。 

 現在、先ほど黒岩議員からお話がございましたように、

日本の顔となるべくブランド観光圏ということで全国６

カ所がその確立に向けて進めております。南から阿蘇、

それから佐世保、これは五島列島のほうです。それから

四国の阿波、そして日本アルプス、これは他県にまたが

りまして２カ所、そして、関東、東北を飛び越えまして、

北海道の富良野、美瑛ということで全国６カ所が指定を

いただきまして、その確立に向けていま準備を進めてい

くという状況にございます。 

 お話がございましたように、その確立に向けた要件の

一つに案内所というのがあります。お客様が来られたと

きに、いろいろな国の方が来られますから、日本の顔と

なるべく対応ができるようにという形になっています。

現在、富良野・美瑛の広域できちんと対応できる案内所

は、富良野市だけの問題でございませんので、全体で連

携しながらどうやって進めようかと。また、各観光協会

等がございますので、その方たちも一緒に入りまして協

議を進めている状況にございます。 

 あわせまして、移住、起業等をあわせた窓口という考

え方ですが、基本的に、いま、ベースとなる観光案内所

では外から来られたお客様への対応はどのような形でで

きるのかということも含めまして、その辺は多角的に検

討してまいりたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） ４番黒岩岳雄君。 

○４番（黒岩岳雄君） では、４点目の市民の受け入れ

環境の強化ということに移らせていただきます。 
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 これにつきましては、先ほど市長から、市内のいろい

ろな文化といいますか、郷土芸能というものを既にやっ

ているというお話でした。しかし、やっているけれども、

それが体験まで踏み込んでいない部分があると思います。

私は、実際に来たお客さんに書道なら書道を体験しても

らう、書いているところを見るとかなんとかではなくて、

本当にもうちょっと踏み込んで実体験をしていただく、

そこまで踏み込んでやっていけたらいいのではないか、

こんなふうに思います。先ほどお話がありましたように、

和装の着つけとか生け花、日本舞踊、あるいは太鼓や書

道、折り紙、茶道、郷土芸能、場合においては神社だっ

ていいと思うのです。希望があればああいうところを体

験していただくとか、あるいは、座禅が組めれば座禅を

組むとか、いろいろなものがあると思います。また、先

日、ユネスコで認定されました和食文化も十分発信でき

る材料だと思います。 

 材料はいろいろいっぱいありますので、本当に一歩踏

み出す形をとっていくことが可能ではないか、こんなふ

うに思いますが、いかがでしょう。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 商工観光室長山内孝夫君。 

○商工観光室長（山内孝夫君） 黒岩議員の再質問にお

答えいたしたいと思います。 

 いわゆる体験型の推進をさらに促進させてはいかがと

いう質問の趣旨かと思います。 

 現在、先ほど市長が答弁いたしましたように、いろい

ろな体験ができるようにということで、日本の文化、富

良野市特有の文化、なるべくこれらを体験していただく

形をということで進めているところでございます。 

 これからの観光を考えますと、いわゆる自然景観を見

るということにプラスアルファして、やはり、経験して

いただく、体験していただくことで心に残るということ

が一番重要であるというふうに私たちも考えております。

そのような視点から、現在、先ほど言いました美瑛、富

良野を含めまして、ふらの観光協会でも、その形をいか

につくり上げるか、さらに、来たときにいかに喜んでい

ただけるか、満足していただけるかというような取り組

みをいま進めているところです。議員のお話にございま

したように、趣旨は私たちも同じような考え方で進めよ

うと思っておりますので、その点で御理解を願いたいと

思います。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、黒岩岳雄君の質問は終了

いたしました。 

 次に、岡野孝則君の質問を行います。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） -登壇- 

 さきの通告に従い、順に質問いたしてまいります。 

 最初に、農業担い手対策についてであります。 

 富良野市農業は、日本の食料基地である北海道の主要

な産地として、これまで国内食料自給率の維持に積極的

に貢献をしてきております。今後も、その役割は責任を

持って継続することが大切なことであります。また、本

市農業は、将来を見据えた中、持続的な発展の基盤とし

て今後も役割を果たし、地域で営農される方々も、我が

身だけではなく、農村の持つ多面的機能の維持に大きく

貢献してきております。 

 しかし、近年、本市農業や農村を取り巻く内外の情勢

が急激に変化してきております。現在交渉が行われてい

るＴＰＰ問題、将来の日本農業と富良野農業が大転換さ

れつつあるような状況は、懸念に思わざるを得ません。

それに対し、農業者もしっかり対応策をとり、自分みず

から行政より情報を得ながら農業の将来展望を築かなけ

ればなりません。 

 その中で、今後、担い手に対し、農業者、農業団体の

責務として、目まぐるしく変化する情勢や課題に的確に

対応していかなければなりません。過去において、平成

17年の農家販売戸数は762戸でありました。その時点では、

平成25年予想農家戸数は572戸にまで減少すると予測され

ておりました。しかし、販売農家自身の自助努力、行政

の支援などで予測より大幅アップし、平成25年４月現在

では予測数より111戸多い683戸であります。大変よい推

移で堅持されておりますが、減少傾向には変わりありま

せん。 

 また、独身の農業後継者も、平成21年で130名おられた

のが、平成25年４月現在107名であります。アグリパート

ナー事業など、多くの事業実施によることが功を奏して

いると思います。 

 しかし、これでよいというわけではありません。年々

減少傾向にある農業担い手、地域農業担い手確保事業調

査内容では、現状の担い手の背景として４点挙げられて

おります。その１点目は、担い手確保状況が悪化し、息

子がいるのに就農しないという経営が多いこと、２点目

に、親は経営が苦しい中でも子供に進学を進めるケース

が多いが、それが就農につながっていない現実、３点目

に、農業が高度化していく中で、技術に関する理解力、

広範囲な人間関係による情報収集能力、客観的視点から

の経営管理能力などが求められることとなり、学歴が全

てではないにせよ、高度教育の必要性は高まってきてい

る事実、４点目に、子供の学歴が高度化すればするほど、

いい会社に入ってほしいという親心、優秀の農家子弟に

就職してほしいという地域のニーズと相反する状況とな

っているということであります。 

 将来の本市農業を考えた中において、私は、現在、富

良野農業は魅力があると思っております。農業後継者に
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対し、農業はおもしろい、勉学を持たずに農業はできな

い、それほど現在の富良野農業は高度化されてきている

と思います。今後、資質向上を目的とする中、地域には

富良野農業の牽引的役割を担ってきた先導的な経営者が

おられることから、その方々が持っている経営手法や技

術が継承できることが必要であります。そのため、地域

が農業後継者を育てることが非常に大切でありますし、

農業者自身も、行政が何をしてくれるかではなく、農業

者自身の自助努力に対し、行政は何をお手伝いできるか

であります。農業者自身の意識も変わっていかなければ

なりません。 

 現在、本市の農業担い手に対する支援としてさまざま

な事業を展開されております。新規参入事業も大切な事

業であります。また、市内農業後継者、農家子弟及び育

成対策の拡充としてソフト事業、ハード事業があります

が、ソフト事業も大変重要な施策の一つでもあります。

また、即戦力となる、営農に対する意欲向上につながる

ことが必要なハード事業もいままでに倍して必要と考え

ます。良質な生産物を育て上げ、しっかりお金を握り締

めることこそ地についた農業であり、営農意欲にもつな

がります。土地だけが財産ではなく、心のゆとりも財産

の一つであります。自分の将来設計は自分で決める。そ

して、情報活用能力、意思決定能力を活用し、豊かな農

業発展のため、あすへつなぐ担い手のために、行政の支

援が必要であります。富良野の１次産業は農業でありま

す。農業の発展なくして、経済の発展はありません。 

 そこで、４点について質問いたします。 

 １点目は、過去５年間の新規参入者、農家後継者の就

農状況について。 

 ２点目は、新規参入者対策と農家後継者対策のそれぞ

れの事業推進経過について、また、現在検討されている

農政審議会で担い手に関して出されている課題について。 

 ３点目は、市内農業者には、牽引的役割を担った先導

的な経営者がおられます。有能な方々の考えやお力をい

ただき、地域が後継者を育てることも必要と思いますが、

その考えについて。 

 ４点目は、農外からの新規参入も重要な担い手施策と

思います。私としては、農家後継の育成や確保も大切な

施策と考えます。農家後継を対象として、いままでに倍

し、ソフト事業も必要であるとともに、ハード事業に対

する支援も必要と思いますが、その考えについてお伺い

いたします。 

 次に、教育行政、家庭教育についてであります。 

 近年、文明の利器により、特にファクスなどで人と人

との会話が減少傾向にあります。特に、小・中・高生に

おけるメールのやりとり、相手の顔を見ずに携帯電話で

の会話、誹謗したりするケースもあり、相手の身になっ

て物事を考えることが希薄になってきております。 

 家庭教育は、全ての教育の原点であります。家庭は、

将来の富良野、そして、日本を担う人間を育てるために、

健やかな体と豊かな心、生きる力、人間力をつけるため

の基本的生活習慣を確立する場であります。人間形成の

基礎を築く役割を持っております。社会のマナーや基本

的な生活習慣、学習習慣は、毎日の繰り返しにて身につ

くものであります。子供の頑張りや子供の成長、ふだん

の生活でのつまずきをよく見て、褒めたり、励ましたり、

時にはしかったり、絶えず声をかけていくことが大切で

あります。 

 親は子供に教える、子は親の背を見て育つという言葉

があります。先日、ある教育報道番組で、大学教授の教

育懇話の中で、近年、子供の進路について、子供が親に

将来の進路等について相談をすると、学校の先生と相談

しなさいと子供の相談に乗らない親がいる、子供の立場

として、親子の会話がなく、愕然とし、どうでもいいや

と非行に走る青少年がふえてきていると報道されており

ました。 

 いま一度、家庭での会話の重要性を認識しなければな

りません。心が貧しく、家庭環境が良好でないことによ

り、近年、青少年が親を殺害したり、ストーカー行為に

て相手を簡単に殺害してしまうなど、凶悪犯罪が増加傾

向にあります。これは、家庭内での会話の欠如が要因の

一つであると大学教授がお話をされておりました。 

 先日行われた富良野市子ども未来づくりフォーラムは、

小・中学生の実践発表、少年の主張、感想発表などがあ

りました。ある小学生の発表の中に、いまの社会情勢を

考えたとき、家庭での教育が重要でありますと訴えなが

ら発表されており、小学生の立場としての意見として感

動いたしました。将来を担っていく富良野の子供たち、

思いやりのある健全なる社会形成樹立は家庭教育からで

あり、全ての教育の原点であります。 

 そこで、２点について質問いたします。 

 １点目は、本市富良野市教育委員会が開催されている

家庭教育講座の実施状況と効果と課題について。 

 ２点目は、家庭教育の推進項目として５点上げられて

おりますが、今後どのように生かしていくのか、２点お

伺いいたし、私の１回目の質問を終わります。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 岡野議員の御質問にお答えいたします。 

 １件目の農業担い手についての農業担い手対策につい

てであります。 

 まず、過去５年間の就農状況につきましては、農外か

らの新規参入者が９名、農家後継者が32名の計41名とな

っているところであります。この数は、農家の世代交代

を30年で１世代と想定した場合、35％程度の充足率にと
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どまるものであります。特に、今後の農家子弟の就農に

関しましては、団塊の世代より後に生まれた経営主の子

弟の絶対数が非常に少ないことから、定着率の向上に向

けた努力が今後は必要と考えているところであります。 

 次に、新規参入者対策及び農家子弟の定着対策の事業

推進についてであります。 

 農外からの新規参入者に対する施策といたしましては、

市は、平成24年度に就農支援会議を設置いたしまして、

この下部組織として地域ネットワークを置き、地域が連

携した中で新規参入希望者の受け入れの調整や就農相談

業務をいたしているところであります。また、財政的支

援として、研修期間におきましては、研修生住宅への低

額入居、経営開始に向けての栽培用ハウス促進事業によ

る設置費用の助成、指導農家への謝礼の交付などを行っ

ているところであります。国からは、平成24年度以降、

青年就農給付金が研修期間の２年間と就農後に最大５年

間、年間最大150万円ずつ給付を受けることができること

になりました。また、北海道農業公社の就農支援資金等

の活用も可能となっているところであります。 

 一方、農家子弟に対する施策は、富良野緑峰高校農業

特別専攻科の在学者を支援する富良野地区農業自営者教

育振興会負担金、農業セミナーの開催、農業委員会が主

体となったアグリパートナー確保事業、中山間地域直接

支払交付金を活用した視察研修経費の助成、さらには、

北海道農業公社の就農支援資金の貸し付け等があるとこ

ろであります。 

 農外からの参入者につきましては、農業経営開始に必

要な農業用資産、生活基盤等がないことから、農家子弟

に対する支援より手厚くなっているのが現況でございま

す。 

 次に、市内の先導的な経営者による地域内後継者の育

成に関する考え方につきましては、地域の若者は地域で

育てるということが基本である、私もこのように考えて

おります。これまでは、共同作業や地域活動の中で、地

域農業者による若者の育成が行われてきたものと考えて

いるところであります。しかしながら、近年、各経営体

において規模拡大が進み、個別完結型の家族経営が志向

され、労働時間が延びてきた結果、地域とのつながりが

以前ほど強くなくなっているのではないかと感じている

ところであります。 

 農業に関する技術、知識、経験に限らず、地域の伝統

等の無形の財産は、地域内の一つ前の世代が次の世代に

しっかりと継承しなければならないということを農業者

みずからが、再度、認識を強めていただきたい、このよ

うに考えているところであります。そのためには、地域

活動に当たっては、経営主と子弟が一緒に参加すること

や、就農後に数カ月間は他の農家で研修するという取り

組み等が有効ではないかとも考えており、市といたしま

しては、かつてうまく機能していたと思われる地域にお

ける育成の仕組みをいま一度見直していただきたい、こ

のように考えているところであります。 

 最後に、農家子弟の定着及び育成対策の拡充について

でありますが、７月に設置した富良野市農政審議会の中

でも指摘をされており、今後、就農する可能性のある農

家子弟が少ない状況にありますので、定着割合を上げて

いくための施策を拡充していくことが重要である、この

ように考えているところであります。農政審議会におき

ましても、農家子弟への定着拡大に向け、施策拡充の方

向に関し、これまで以上に勉強する機会を与えるといっ

た間接的な支援を強化するのがよいのか、あるいはまた、

農業用資産等形成に対する投資に対し、直接的な支援を

するのがよいのか、議論が交わされている状況にござい

ます。 

 市といたしましては、農政審議会の議論等を踏まえ、

本年度、策定作業を進めております新たな農業及び農村

基本計画に反映をさせていく予定でございます。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長宇佐見正光君。 

○教育委員会教育長（宇佐見正光君） -登壇- 

 岡野議員の２件目の家庭教育についてお答えいたしま

す。 

 家庭教育の現状と課題についてでございますが、家庭

教育は、人間形成の出発点であり、重要な役割を担って

おります。近年、少子化、核家族化、地域のつながりの

希薄化などにより、家庭教育を支える環境が大きく変化

し、物質的な豊かさと相まって家庭教育に対する親の考

え方も多様化し、放任、過保護など家庭の教育力の低下

が指摘されているところでございます。 

 富良野市におきましては、各関係機関・団体と連携協

力を行いながら、中学校区を単位とした家庭教育セミナ

ーを、また、全市民を対象とした家庭教育講演会をそれ

ぞれ開催しております。さらに、子育てに関するヒント

を掲載した家庭教育ハンドブックや携帯電話、インター

ネットトラブル防止に関する小冊子の作成、配付、親子

で行う体験学習、読書活動の機会提供などにより、家庭

の教育力の向上を目指しているところでございます。 

 家庭教育講座の実施状況でございますが、平成24年度

に実施いたしました家庭教育セミナーは、布部地区及び

東山地区で開催し、延べ３回96名の参加でございました。

また、家庭教育講演会につきましては、延べ10回、152

名の参加で開催いたしました。 

 次に、これらの開催による効果といたしましては、家

庭教育セミナー、家庭教育講演会を通して子育てに関す

る知識がふえるとともに、参加者同士が抱える悩みや思

春期における子供へのかかわり方などの課題について、
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交流の中から解決への糸口を発見する機会ともなり、家

庭教育の重要性や成長期の子育てについて学ぶことによ

り、家庭、地域における教育力の向上につながっている

ところでございます。 

 次に、課題といたしましては、家庭教育に関心の薄い

保護者もいるため、現在は、富良野市ＰＴＡ連合会とも

協議をしながら発行しております家族の約束７カ条にも、

家庭教育、子育てセミナー等に積極的に参加する内容の

文書を盛り込んでいただいており、参加を促していると

ころでございます。 

 次に、富良野市第６次社会教育中期計画の第１節家庭

教育で掲載しております五つの推進項目の１点目は、家

庭の教育力を高めるための学習機会の充実、２点目は、

豊かな心を育てる親子で行う共同体験の機会の充実、３

点目は、家庭教育に関する広報活動の充実、４点目は、

地域で子育てを支援する、５点目は、関係機関との連携・

協力体制の充実を今後どのように家庭教育推進に結びつ

けていくかでございます。 

 家庭教育セミナー及び家庭教育講演会につきましては、

先ほどの課題を踏まえながら、引き続き、学校教育と社

会教育、あわせて富良野市ＰＴＡ連合会とも連携を図り、

さらには、公民館、図書館などで行っております体験活

動を通じた親と子のふれあい事業を通して、親子のきず

なを再確認する場とするとともに、心のつながりを深め

る事業として開催してまいります。特に、インターネッ

ト等による被害報告は全国的に高いことを踏まえ、今年

度も携帯電話やインターネット被害から子供たちを守る

家庭教育セミナーや、富良野市ＰＴＡ連合会との連携に

重点を置き取り組んできているところでございます。 

 今後におきましても、社会教育を基軸にし、学校教育

や学校支援ボランティア、富良野市ＰＴＡ連合会、地域

ともより一層連携を深めながら、地域の教育資源を最大

限に活用し、地域の教育力向上と家庭教育の充実に努め

てまいります。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 途中ですけれども、ここで10分間

休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時14分 休憩 

        午前11時21分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の答弁に関して、再質問ございますか。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） それでは、答弁いただいた順番

に質問させていただきます。 

 最初に、農業担い手対策についてということでありま

す。 

 いま、農業担い手について、30年で35％の充足率とい

うことで、自分としては大変切ない数字だなと。それか

ら、新規参入者がこの５年で９名、そして、後継者が31

名の42名ということで、本当にまだまだ多いのではない

かなと思ったのですが、大変少ない人数だなと思ってお

ります。 

 その中で、やはり、今回は担い手の定着率に向けた考

えということで、今後、まだ努力をしていかなければな

らないという御答弁もいただきました。また、最後のほ

うにも定着割合を上げていくために、施策の拡充も必要

だというような答弁をいただきました。やはり、それに

対して、行政としてどのような拡充策を考えておられる

のか、その点についてお尋ねいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 岡野議員の再質問にお答えを

いたします。 

 農家を継ぐ方、あるいは新しく入る方が非常に少なく、

危機感をお持ちだということについては、私どもも同じ

考え方でございます。その中で、定着率を向上させると

いうことでございますが、まず、農政審議会の中で話さ

れている中身についてお話を申し上げたいと思います。 

 農政審議会の中では、四つの柱で考えるべきではない

かというようなお話をいただいております。まず、その

第１がやはり担い手対策であります。２番目として農地

対策、３番目が農村対策、４番目として生産性向上対策、

いわゆる基盤整備のこともしっかり考えるべきだという

ようなお話をいただいております。その中で、担い手対

策については、農業に携わる裾野を広げていくべきだと

いう中で、農業後継者、農外からの新規参入者、それか

ら雇用として就農する、農業で働くという三つの視点を

持つ必要があるとの御指摘を受けているところでござい

ます。 

 そんな中にありまして、農業後継者の定着率向上に向

けた施策ということでございますけれども、先ほど市長

答弁でもお話がありましたとおり、間接的なソフト事業

を充実させるべきなのか、あるいはハードを充実させる

べきなのかについてはいろいろ議論がございまして、こ

ちらについては現在検討をさせていただいているところ

でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） いま、農業の担い手の定着率に

ついて、農政審議会の中でもいろいろな課題も出されて

いるとお聞かせいただきました。いま、農業と行政とい

うことを考えたときに、私は、農業者というのは、良品

質な生産物を上げて、それをしっかり納得する価格で売
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っていく、これが農業者に与えられた責務なのかなとい

うふうに思っております。 

 それに対して、行政としてどんな支援の仕方があるか

ということなのであります。昔、地域の中で、技術懇談

会とかいろいろなこともございました。やはり、いま、

農協と普及センター、行政がしっかり連携を持って、農

業に対する自立支援であるとか、情報をしっかり伝達す

るとか、そういうような形をこれからもまだまだ充実す

ることが必要なのかなと思いますが、その点についてど

う思われますか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 岡野議員の御質問にお答えい

たします。 

 農家の方が良質な農産物を生産して、納得のいく価格

で販売していき、農業経営をしっかりしていただくとい

うことについては、まさしくそのとおりでございまして、

市といたしましては、そのような経営をしっかりやって

いただくための勉強の機会、あるいは情報の提供、関係

団体との連携ということについてはこれまでもやってき

たつもりでございますけれども、今後につきましても引

き続きしっかりと対応してまいりたいというふうに思っ

ているところでございます。 

 また、団体との意見調整等につきましても、いままで

以上に連携をとっていくという考えでございますので、

御理解をいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 補足答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 岡野議員の再質問に部長が答弁

いたしましたが、私から少し補足をさせていただきたい

と思います。 

 現在、富良野市は基幹産業は農業だという大きな柱を

立てて進んで、富良野を開拓してもう110年を迎えた、こ

ういう経緯の中で、これから富良野の農業をどう構築し

ていくかということが富良野市の大きな課題の取り組み

だというふうに認識をしております。 

 そういう中で、いま御質問があった中で、一つは、や

はり、行政として、それら農家に対して、技術、また経

営的なものも含めて育成をしなければならない。そのこ

とによって、これから農家を定着させていく、あるいは

また、経営に意欲を持っていただく、将来の展望に農家

が希望を持てるような状況づくりが必要だ、私はこのよ

うに強く感じております。 

 そういう意味で、来年の農業農村基本計画の中に、先

ほど部長が取り上げた四つの問題はもちろんきちんと定

義づけをするわけでありますけれども、さらに、それに

は市の行政がこういう人材を市の職員として育てていき

たいということで、昨年から北大の農学部卒を割愛して

人材を採用しております。また、今後も、農家個々はも

ちろん、関係団体と連携をとって実施してまいりますけ

れども、行政がもっと積極的にそういう状況づくりをし

てまいりたい、いまこのように考えておりますので、そ

の点でひとつ御理解を賜れば幸いと思います。 

○議長（北猛俊君） 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） 技術支援、いろいろな情報提供

ということに関しては、やはり、何十年も前から見ると、

いま現在は若干希薄になってきているのかなというふう

に自分としては思っております。それは、農家戸数が減

少したせいがあるかもしれませんが、やはり技術支援、

情報提供というのは今後もしっかりやっていくべきだと

思います。 

 そこで、地域が担い手を育てていくということで先ほ

ど御答弁をいただきました。やはり、地域の皆さん方に

よって農家子弟としての研修も必要だ、いろいろなこと

も必要だということで御答弁をいただきました。その中

で、自分としては、いま現在、農家自身が地域の中での

交わりということについて非常に希薄になってきている

というふうに思っております。やはり、いろいろな情報

伝達だとか取りまとめについては、行政のほうから、そ

して農業団体から、農事組合長に向けて、月に１回、２

回、３回と開かれる会合の中でいろいろなことを議論し

ながら方向性を出していたのがもとの体制でした。しか

し、いまの段階において、文明の利器ということでほと

んどをファクスで伝達しているために、地域の交わりと

いうのがだんだん希薄になってきているというふうに自

分は捉えております。 

 自分もある地域を調査した中で、これは富良野市内に

ある農事組合ですが、情報伝達ということで行政から来

るもの、農業団体から来るもの以外に、必ず１カ月に一

遍は農業者みんなが顔を合わせて会合を開催しているの

だそうです。そこはメロン農家が多い地域だと聞いてお

りますが、その中で、技術のことについて、こんなこと

もあった、あんなこともあったと、お互いに情報提供し

ながら来年からこういう形にしてみようかと話し合うよ

うな地域があるのだそうです。ですから、自分としては、

やはり、地域の担い手は地域が育てるということは、ま

だまだ地域の会合を持っていかなければならないという

ふうに思います。 

 そうなったときに、行政として、農業団体として、普

及センターとして地域に対する情報提供というもの、ま

たは、地域懇談会ということもありましたが、今後、地

域の中で開催する会合をいままで以上に持っていくこと

が必要ではないかというふうに思いますが、その点をど

う思われますか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 
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○経済部長（原正明君） 岡野議員の御質問にお答えい

たします。 

 先ほど市長の答弁にもありましたとおり、過去におい

ては、そういうような地域でのつながり、あるいは、技

術の継承等がスムーズにいっていましたが、これについ

ては関係性が少し希薄になっているのでないかと御答弁

させていただきました。また、その中で、具体的な手法

として、経営主の方だけではなく、息子さんも参加でき

るようにというお話もさせていただいたところでござい

ます。 

 現在、通信機器を使うことによって会合が少なくなっ

ている現状については、私どもも調査をして承知をして

おりますけれども、こちらについては、ぜひ地域の中で

お話し合いをいただいてその会合をふやしていただくよ

うにやっていただきたいと思っておりまして、その中で

の必要な情報提供につきましては行政としてもさせてい

ただきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（北猛俊君） 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） そこの情報提供のところなのだ

と思います。やはり、いまの段階での情報提供というの

は、いろいろな文明の利器によって機械的なもので情報

提供がなされています。しかし、地域の中でそういうこ

とを話し合うことによって、そして、地域の中にも有能

な人材がおられますから、その方の話も聞かせていただ

く中で、情報提供というのは今後ますます重要になって

いると思うので、このことについては今後また努力をい

ただきたい、このように思ってございます。 

 最後に、今回の農業担い手の中で、新規参入もやはり

必要な事業だと思います。農家子弟が農家を継ぐか、継

がないかというのは、人数が減ってきて、将来の農業と

いうことを考えたとき、非常に難しい状況にあるという

ことは御答弁をいただきました。 

 今回の決算審査特別委員会で日里議員が質問した中に

おいて、いま現在、富良野市が行っている農家子弟に対

する事業というのはソフト事業を中心にやっているとい

う答弁をいただいてございます。自分としても、ソフト

事業も大事と思います。ある地域では、農業後継を前提

とした中において、専門学校に行ったり、大学に行った

り、それに対する奨学金制度を構築したり、そしてまた、

いろいろな施設に対しても支援していくような状況が見

えてまいります。 

 ただ、先ほど、農政審議会の中においても、ソフトの

事業がいいのか、ハード事業がいいのかという課題が出

されているということでありまして、私は、ソフト事業

も大事でありますが、やはりハード事業にも富良野市と

してまだまだ取り組むべきというふうに思いますけれど

も、その点について御答弁をいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 岡野議員の御質問にお答えい

たします。 

 農家子弟の就農定着に向けた取り組みということの御

質問だと思います。 

 こちらにつきましては、先ほど市長から答弁させてい

ただいているとおり、検討している最中でございまして、

ソフト事業だけでいいということではございません。今

後、農家子弟が絶対数として減ってくる状況の中では、

定着率の向上が必要だという認識を持っておりますので、

定着率向上に向けて、きっかけづくりも含めた施策につ

いて検討してまいりたいというふうに思っているところ

でございます。 

○議長（北猛俊君） 続けて、質問ございますか。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） ソフト事業、ハード事業につい

ては、やはり、いま、ここで十分に検討すべきだという

ふうに自分は思っております。 

 次に、教育行政に行きたいと思います。 

 先ほど、家庭教育セミナーが東山地域、布部地域で３

回行われ、96名の参加をいただいたということですが、

富良野市全体の中ではこの教育セミナーというのを開催

していないのでしょうか。いま、２地区だけで96名とい

うことですが、私は、このことについてはやはり広範囲

の中で開催すべきというふうに思うのですけれども、そ

の点で御答弁いただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長遠藤和章君。 

○教育委員会教育部長（遠藤和章君） 岡野議員の再質

問にお答えいたします。 

 家庭教育のセミナーの開催でございます。 

 平成24年度は、先ほど御答弁いたしましたように３カ

所でございました。基本的には、先ほども御答弁してお

りますが、この家庭教育セミナーは市内の中学校区を基

本に開催していくという当初の計画がございました。た

だ、それぞれの地域で協議をした中で、家庭教育講演会

を開催しているところもあって、そちらと重なったとこ

ろもございましたので、24年度につきましては３カ所の

開催となったところでございます。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） わかりました。 

 家庭教育セミナーについては96名の方々、そして、家

庭教育講座については10回で152名ということで、10回開

催している中で、これを単純に割り返すと１回の講演会

は15名程度ということですが、この講演会というのは、

先ほど教育長から御答弁があったように、非常に大切な
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事業だと思います。１回目に質問させていただいた論旨

の中にも、いま、家庭教育の話し合いがないことによっ

て、いろいろなことが世の中で起こり得ているというこ

となのです。ですから、この家庭教育講演会について、

１回15名というのは自分として非常に寂しい感じがいた

します。やはり、このことについては、児童生徒、保護

者を中心としてやっているかもしれませんが、富良野市

全体の中に大いに呼びかけて実施すべきと思いますけれ

ども、その点についてどう思われますか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長遠藤和章君。 

○教育委員会教育部長（遠藤和章君） 岡野議員の再質

問にお答えいたします。 

 家庭教育講演会参加者の増という部分でございます。 

 家庭教育の重要性につきましては、先ほども御答弁し

ておりますが、教育基本法でも平成18年の改正によりま

して明文化されているところでございまして、教育委員

会といたしましても家庭教育の重要性を大変認識してい

るところでございます。 

 その中にありまして、子供がいる家庭の保護者のみな

らず、その地域の教育力と申しましょうか、地域を挙げ

ての教育ということも大切になってまいりますので、今

後につきましては、特に家庭教育に関する情報提供を含

めて、広報ふらのあるいはホームページを活用しながら

家庭教育の充実を図っていきたいと考えているところで

す。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） いま、家庭教育の重要性という

のが日本全国の中でとみにうたわれております。そのた

めにも、いま、富良野には広報ふらのというものがござ

いましていろいろなことが掲載されておりますが、自分

としては、やはり、家庭教育は大事だということで広報

ふらのの中にも特集を組むような形でしっかり掲載して

いくという考え方について、どう考えておられますか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長遠藤和章君。 

○教育委員会教育部長（遠藤和章君） 岡野議員の再質

問にお答えいたします。 

 広報ふらの等で特集を組んではという部分でございま

す。 

 私どもは、先ほど言いましたように、家庭教育の大切

さということがございますので、今後、担当部局と協議

しながら、広報誌等の紙面を活用し、あるいは、ホーム

ページに掲載しながら家庭教育の推進を図っていきたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） そのことが重要かと思います。 

 そこで、教育長にお尋ねいたしたいと思います。 

 家庭教育というのは、やはり、人間力を育てる、そし

て、その中において教育の原点なのだというふうに思っ

ております。今回ありました子供たちのフォーラムです

が、300名の方が集まって、その中である小学生がしっか

り家庭教育の重要性を訴えておりました。やはり、家庭

教育については、自分たち大人社会の中においても今後

ますます重要になってくるというふうに思いますが、教

育長の言葉をいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育長宇佐見正光君。 

○教育委員会教育長（宇佐見正光君） 岡野議員の再々々

質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 先ほど御答弁をさせていただいておりますけれども、

家庭教育は本当に人間形成の中で出発点であるというこ

とは、私どもも認識をしております。あわせて、子供た

ちが情操を身につけるということでも大変重要かなとい

うふうに思っているところであります。 

 そこで、私どもも、教育の方針の中で、褒めて伸ばす

教育を推進していこうと。これは、私ども教育委員会サ

イド、学校教育、あるいは家庭教育、それから、地域の

富良野市ＰＴＡ連合会においてもそういう形の中で取り

組みをさせていただき、しっかりとした子供たちの居場

所をつくっていこうということで提起させていただいて

いるところであります。 

 そんな中で、きのうの広瀬議員も、そして、いま、岡

野議員からも評価をしていただきましたけれども、子ど

も未来づくりフォーラムは、子供たちがそれぞれ調べ学

習をして、そして、あの場所で、300人の子供たちの前で、

堂々と、それこそノー原稿で提起をしている子供たちも

おりましたし、また、中学生においても生徒会を中心に

してそういう取り組みをしているということで、しっか

り報告していただいているところであります。 

 このような取り組みをする中で、保護者の皆さんたち

には家庭教育に関心の薄い方々も当然おられますので、

この対策として、いま、部長からもるる御答弁をさせて

いただいておりますように、富良野市ＰＴＡ連合会で発

出しております家族の約束７カ条の中で、積極的にセミ

ナーあるいは家庭教育の講演会等に出席することとあわ

せて、ノーテレビ、ノーゲーム、ノーインターネット、

家族団らんの日の中で子供たちと一緒に親子で読書をし

たり会話をしたりということも盛り込んでいただいてい

るところであります。そういうことを含めて、また、引

き続き、ＰＴＡの皆さんたちとも学校を通じながら、あ

るいは、地域とともに家庭教育をしっかりと充実してい

きたい、このように考えておりますので、ひとつ御理解
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をいただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、岡野孝則君の質問は終了

いたしました。 

 次に、日里雅至君の質問を行います。 

 17番日里雅至君。 

○17番（日里雅至君） -登壇- 

 通告に従い、順次、質問をいたしてまいります。 

 中心市街地活性化について、１点目は、東４条街区再

開発についてお尋ねをいたします。 

 富良野市の人口は、昭和40年まで増加傾向にあり、ピ

ーク時には３万6,627人を数え、その中で富良野市中心市

街地は住宅地、商店街、公共機関、金融機関、医療機関、

娯楽施設などを包含し、情報、文化の発信拠点として富

良野の経済の中心として発展してきました。しかし、昭

和40年以降、人口は減少に転じ、昭和50年には３万人を

割り込み、現在は２万4,000人弱と減少いたしております。

あわせて、車社会の進展、経済の振興などによってライ

フスタイルが多様化する中、近隣都市への買い物、大型

店の郊外展開、ネット通販など消費動向が変化していま

す。 

 現在、中心市街地は、土地や家屋権利所有者が高齢化

し、地価も割高なために郊外に新興住宅街が開発され、

周辺に人口が流出し、市街地には空き地、空き家が点在

しているのが実情であります。市街地がこれまで有して

きた生活の場としての機能、コミュニティー活動の維持

も厳しい状況にあります。 

 市は、東４条街区の活性化の基本方針として、にぎわ

いの創出による商業の活性化の推進、利便性、機能性に

富んだまちなか居住の推進の方針を打ち出しています。

現在、東４条街区再開発事業も新しい店舗が続々と建設

され、高齢者住宅も建設され、今後は保育所、全天候型

多目的施設などの建設が予定されております。大変期待

をするところであります。 

 そこで、お尋ねをいたします。 

 １点目は、本事業の進捗状況について、２点目は、今

後のスケジュールについて、３点目は、国及び北海道と

の協議についてお尋ねをいたします。 

 次に、次期中心市街地活性化基本計画についてお尋ね

をいたします。 

 東４条街区再開発事業完了後、進められる計画の策定

が必要と考えますが、そこで、お尋ねをいたします。 

 １点目は、次期中心市街地活性化基本計画策定に向け

た取り組みの進捗状況についてお尋ねをいたします。２

点目は、今後の策定スケジュール、３点目は、サンライ

ズパーク構想の見通しについて、４点目は、将来の行政

施設の改築と土地利用について伺います。 

 続きまして、２件目は、朝日ヶ丘総合公園多目的運動

公園整備事業についてお伺いをいたします。 

 この件につきましては、６月の定例会にも質問いたし

ておりますので、前段を省略させていただき、簡潔に質

問をいたします。 

 まず、６月以降の事業進捗についてお尋ねをいたしま

す。２点目は、体育協会関係団体との協議内容について

お伺いをいたします。３点目は、今後のスケジュールに

ついて、４点目は、課題解決に向けた対応についてお伺

いし、１回目の質問といたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 日里議員の御質問にお答えをいたします。 

 １件目の中心市街地の活性化についての１点目、東４

条街区再開発についてであります。 

 本事業の進捗状況につきましては、施行者であります

ふらのまちづくり株式会社が本年５月30日に北海道から

権利変換計画の認可を受けまして、建物解体除却、それ

から建設工事に着工し、現在のところ、サービスつき高

齢者向け住宅など４棟の建築工事が完了いたし、引き渡

し済みとなっているところであります。 

 今後のスケジュールにつきましては、東５条通の東側

に個別店舗が再配置され、クリニック、調剤薬局などが

建築される予定となっているところであります。また、

平成26年度には、商業・マンション棟及び市立保育所等

を建築する予定となっており、平成26年度末の完了を目

指しているところであります。 

 国及び北海道との協議につきましては、現在の富良野

市中心市街地活性化基本計画が平成26年３月までの認定

期間となっていることから、本事業が円滑に進められる

よう引き続き協議を進めてまいりたい、このように考え

ているところであります。 

 次に、２点目の次期中心市街地活性化基本計画につい

てであります。 

 策定に向けた現在の進捗状況といたしましては、東４

条街区市街地再開発事業を完了し、引き続き中心市街地

の活性化を推進するためには、第２期計画の認定を受け

る必要があると考えており、現在、第２期計画策定につ

いて国と協議を進めているところであります。去る11月

28日には、第２期計画の概要及び現行の富良野市中心市

街地活性化基本計画の計画期間の延長などについて内閣

府と協議を行ってまいりました。今後の策定に向けたス

ケジュールにつきましては、内閣府の指導を受け、平成

26年度の早期の認定に向け、取り組んでまいります。 

 次に、サンライズパーク構想の見通しについてであり
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ます。 

 現行計画での基本構想は、引き続き第２期計画に盛り

込み、各種補助事業の活用やソフト事業を含めた事業の

組み立てなどを検討してまいります。 

 次に、将来の行政施設の改築と土地利用についてであ

ります。 

 現在、基本計画に基づき、中心市街地の77ヘクタール

の区域で、利便性が高く市民が暮らしやすいコンパクト

シティーを目指しているところでありますが、今後、行

政施設の建てかえが必要な場合にありましては、その施

設の設置目的や利用の利便性などを総合的に検討、判断

をしていく必要がある、このように考えているところで

あります。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長宇佐見正光君。 

○教育委員会教育長（宇佐見正光君） 日里議員の２件

目の朝日ヶ丘総合公園多目的運動広場整備事業について

お答えをいたします。 

 平成25年第２回市議会定例会以降の朝日ヶ丘総合公園

多目的運動広場整備事業の経過でございます。 

 関係部局と協議を行いながら整備方針が固まりました

ので、平成25年第３回市議会定例会への実施設計委託費

計上に向け、８月21日にＮＰＯ法人ふらの体育協会及び

ラグビー協会、サッカー協会に対し、説明、意見交換を

実施したところでございます。意見交換におきましては、

平成18年度スポーツ振興審議会の答申及び平成21年１月

にＮＰＯ法人ふらの体育協会より富良野市長に出されま

したラグビー場、サッカー場グランド新設要望から、こ

れまでの経緯並びに今回ほぼ要望どおりの多目的運動広

場、競技場等の建設を予定することについて説明したと

ころであります。その中で、ラグビー協会からは、競技

場のサイズの要望と高校生の管内支部予選会や練習とし

ては利用したい旨の意見と、サッカー協会からは、人工

芝の検討とこの計画どおりで推進してもらいたいとの意

見をいただき、最終的に体育協会役員及び競技団体から

整備に向けた了承をいただいたところであります。 

 なお、８月21日の意見交換で要望のありました人工芝

につきましては、後日、北海道建設部都市環境課に確認

をいたしましたが、朝日ヶ丘総合公園の当初整備には国

庫補助金が交付されていることから人工芝は認められな

いとの回答を得たところであります。 

 このような状況を踏まえ、市としても最終調整を行い、

平成25年第３回市議会定例会に実施設計委託費を計上す

るよう進めてきたところでございますが、今回の整備に

当たっては、もう少し体育協会と施設建設に向けて意見

協議を十分に行う必要があると判断をし、実施設計委託

費の計上につきましては先送りをしたところでございま

す。その後、10月８日に教育委員会とふらの体育協会と

の意見交換会を開催し、８月21日の意見交換会からの経

過、そして、これからの未来を託す子供たちのためにど

ういう形でスポーツ施設整備を図っていくかをテーマに

話し合ってまいりました。その中で、公式サイズの競技

場として建設する場所と芝の維持管理を10年、20年先を

見据えて検討する必要があり、さらには、子供たちが自

転車で移動できる場所が望ましいとの意見が出され、今

回計画していた朝日ヶ丘総合公園多目的運動広場にラグ

ビー場、サッカー場を建設していくことは難しいとの認

識で終了したところでございます。 

 ２点目の今後のスケジュールと課題解決に向けた対応

についてでございます。 

 事業の推進に当たりましては、御承知のとおり、これ

までも人材開発センター運動広場や水処理センター前の

広場、陸上競技場内フィールドを検討し、十分な面積が

確保できないことやフェンスの設置が必要なことから断

念をしてきた経過がございます。また、８月21日及び10

月８日の体育協会との今後におけるスポーツ施設整備の

意見交換等を踏まえ、朝日ヶ丘総合公園多目的運動広場

にラグビー場、サッカー場を建設することについては、

断念せざるを得ないと判断したところでございます。 

 今後は、改めて時間をかけながら、市民や子供たちが

安全で安心してスポーツ活動が推進できるスポーツ施設

づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 途中ですけれども、ここで午後１

時まで休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後０時01分 休憩 

        午後１時01分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 午前中に引き続き、会議を開きま

す。 

 午前中の答弁に関して、再質問ございますか。 

 17番日里雅至君。 

○17番（日里雅至君） 中心市街地の関係であります。 

 いま進められている計画が終わって、次に計画を立て

なければならないというお話でございました。サンライ

ズパーク構想の関係でございますが、この件に関しては、

代表質問の中でもいろいろとお話をさせていただきまし

た。要するに、店舗跡地の駐車場の活用のみならず、例

えば、無頭川の整備や周辺の空き地の集約化、市民、観

光客が集えるような広場、まちなかの関係でいま叫ばれ

ております都市防災機能を兼ねた緑地の広場ですとか、

いろいろ多様な機能を備えた領域を目指すというような

ことを次の計画に盛り込む考えはないか、まず、お聞か

せいただきたいと思います。 
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○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 日里議員の再質問にお答えい

たします。 

 サンライズパーク構想の関係でございます。 

 現在の計画の中に位置づけられておりますサンライズ

パーク構想について、具体的な着手をできなかったとい

うことでございます。現在、内閣府と協議し、指導を受

けながら、次期計画の策定に向けて取り組みを進めてい

るところでございますけれども、まず、一つ目としては、

東４条街区市街地再開発事業、ネーブルタウン事業がこ

の計画内に終わらず、計画をまたいでしまうこと、それ

から、サンライズパークに構想については、いま着手さ

れていないということで、この二つの事業については次

期第２期の計画の核事業になるというふうに考えており

ます。 

 ただ、事業の中身といたしましては、いま、日里議員

からお話をいただきましたけれども、内閣府の指導によ

りまして、５年間でしっかりと事業をできるものという

ことがございますので、そちらについては、内閣府の指

導に従って次期計画の策定を図っていく必要があるとい

うふうに考えているところでございます。 

○議長（北猛俊君） 17番日里雅至君。 

○17番（日里雅至君） 駅前の再開発を含めて、いま、

東４条街区について、市が言っている回遊性、それから

まちなか居住といった中ではなかなか効果を見られてい

ないのかなという私自身の感想なのです。そういったこ

とを含めて、やはり、動線をどうつくっていくかという

ことの大切さはあるのかなというふうに思います。 

 そういった中で、４点目にありました将来の行政施設

の改築、土地利用といった部分で、もう一つ、市役所、

それから文化会館の改築の考え方を含めて、この施設も

77ヘクタールの中に入っているわけでございます。そう

いったことも含めて、要するに、行政施設、マルシェ、

サンライズパーク構想、そして駅前といった形の動線を

つくっていくことは、将来に向けて富良野のまちのよさ

をさらに引き出すのではないかというふうに思います。

本当に、まちなか居住を含めて、回遊性を持つ可能性が

あるのではないかというふうに思っております。 

 部長答弁は結構でございますので、市長は、将来のこ

ういった構想を含めてどういうお考えをお持ちなのか、

お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 日里議員の再質問にお答えをさ

せていただきたいと思います。 

 サンライズパーク構想については、ただいま部長が御

答弁させていただきました。日里議員の御質問は、サン

ライズパーク構想の中にさらに拡大をした形の中で計画

にのせられないかという御質問と受けとめてお答えをさ

せていただきたいと思います。 

 一つは、事業主体がまちづくり会社であります。実際

に事業主体が持っている状況の中に、これから再開発を

やるにしても、それに参加する人たちには負担が出ます

から、それを前提にして物事を進めていかなければなり

ません。ですから、それらに参加する人にそういうこと

で同意を得られるような状況づくりをしていくというこ

とになりますので、短期間でそれをやるのはなかなか難

しいのかなということは、１点、考えられるような状況

でございます。 

 二つ目に、市役所、文化会館を含めてということです

から、これはもう既に77ヘクタールという大きな範囲に

市役所と文化会館が入っているわけであります。議員か

ら御質問を受けた中で、将来の市役所、文化会館の構想

というものは、現在、内部で一部検討をさせていただい

ておりますけれども、内部検討だけではなかなか進まな

い状況もあるというふうに私自身も判断いたしておりま

す。もう一つは、これからどういう財源をつくっていく

かということもございますから、これらの問題について

は、やはり、近い将来、市民会議的なものを含めた中で

御検討をいただいて方向づけをしていくことが必要でな

いか、このように感じているところであります。 

 さらに、サンライズパーク構想の中で、この５年とい

うのは非常に期間が短いわけであります。御存じのよう

に、ルーバン・フラノ構想の中でも、それぞれ参加する

方々の折衝になかなか時間がかかって認可を受ける時期

が少しおくれてしまったという現況でございます。そう

いうことを考えますと、やはり、相当慎重な中に、いま

御質問いただきました市街地の回遊をどう構築していく

かの全体像というものを、いま一度、やはり考えていく

状況づくりをしていかなければないというのが私の考え

方でございまして、いま、御質問あったことも含めなが

ら、これから検討していきたいというのが本音の状況で

ございますので、その点でひとつ御理解を賜りたい、こ

のように思います。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 17番日里雅至君。 

○17番（日里雅至君） 中心市街地の関係につきまして

は、御期待を申し上げます。 

 それから、朝日ヶ丘公園の事業の関係でございます。 

 教育長が本当に非常に御苦労なさっていろいろと折衝

していただきました中で、断念をせざるを得なかったと

いうことであります。 

 この件に関しましては、前回もお話しましたが、北の

峰地区の振興計画の中でというお話もありましたが、私

は、前回、こういうお話をさせていただきました。北の
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峰地区は、住民の生活の場、そして、スキー、アウトド

ア、観光の拠点、演劇工場などの文化、演劇の拠点、そ

して、基幹産業である農業、自然景観、環境の拠点、そ

れから、介護施設など福祉の拠点ということで、最近は、

サクランボですとか、果実ですとか、花といったすばら

しい資源があるところだというお話をしました。そして、

市長の言う農村観光環境都市の形成にまさに合った地域

であるというふうに思っておりますし、北の峰地区につ

いては本当に富良野の宝だというふうに私は思っており

ます。 

 その中で、もう一つ、スポーツということで、多目的

運動公園もそういった計画に位置づけてやっていくとい

うようなお話でしたけれども、今回は断念だということ

でございます。すばらしい朝日ヶ丘総合公園の多目的広

場といった中で、それも活用して今後どのように展開し

ていくのかといったところをお聞かせいただきたいなと

思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 日里議員の朝日ヶ丘公園の関係

について、再質問にお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 朝日ヶ丘公園につきましては、いま、議員の御指摘の

とおり、北の峰地区の今後の状況におきましては、富良

野市の一つの大きな観光拠点になる場所ということで、

観光計画を策定していたところであります。これは、そ

れぞれ地域の住民の方々も参画をしてつくった計画であ

ります。 

 そういう状況の中で、今後、北の峰地区の総合的な発

展、観光を含めた地域振興づくりということで、運動公

園の関係で御提案を申し上げていた中身でありますけれ

ども、先ほど教育長が最終答弁をさせていただいたとお

り、断念をする結果になったということであります。こ

れは、どこが悪い、どこがいいということでなく、やは

り、体育協会の全体像の中で、それぞれが抱えている論

議並びにそれに続く状況づくりが欠けている面もあった

のではないかということと、もう一つは、行政もやはり

それに関してもう少し積極的なアピールも足りなかった

のかなと、私はそんな感じを強くいたしているところで

あります。 

 今後のこの地区に対する状況づくりは、一応、教育長

としても断念したということでございますので、これか

らいろいろな状況を考案しながら、さらに将来の北の峰

地区の状況で、ただいま御指摘がございました朝日ヶ丘

公園と合体するような状況づくりの中で北の峰の振興を

図っていくという大義がございますから、それらを十分

考察する上において、これからそれぞれ考えていかなけ

ればない大きな課題の取り組みと、このように認識をい

たしているところであります。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 17番日里雅至君。 

○17番（日里雅至君） 教育長にお伺いいたします。 

 今回、こういう結果になった中で、いろいろと候補地

が上がってきていました。その中で、何といっても子供

たちのためにあるといいますか、夢がかなうといいます

か、そういった思いのある施設になっていけばいいなと

いうふうに思っています。 

 教育施設でございますので、私もいろいろ言うばかり

ではなくてちょっと考えたのですけれども、陸上競技場

の改修ということです。スポーツセンターは、耐震を含

めて、何かちょっとあるというようなお話も聞きました。

その中で、正式な陸上競技ができる広さのものをきちっ

とつくっていくとか、それから、トラックを全天候型に

するとか、そういったところを包含しながら新しいもの

をつくっていかれたらいいのかなというような感じもし

ております。十分な面積とか、それから、それぞれの公

共施設の改築含めていろいろとあろうかと思いますので、

焦らずにゆっくりと皆さん方と協議していただきながら

進めていかれればなというふうに思うのですけれども、

その辺のことについて。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育長宇佐見正光君。 

○教育委員会教育長（宇佐見正光君） 日里議員の再々

質問にお答えをさせていただきます。 

 いま、日里議員からるる御質問を受けましたけれども、

御存じのように、小学生も中学生も高校生も、本当にス

ポーツの精神力、あるいは気力を含めてかなり兼ね備わ

ってきたな、こんなふうに思っております。その中で、

子供たちに夢を与えるスポーツ施設、また、安全で安心

なスポーツ施設づくりということは極めて大事なことで

あります。しかし、今回、先ほど御答弁をさせていただ

きましたが、断念せざるを得ないという方向になりまし

た。 

 いま、御提案をいただきました富良野スポーツセンタ

ーの周辺と陸上競技場の部分も含めて、先ほども御答弁

をさせていただいておりますけれども、24ある競技団体

を包含しているのは体育協会でありますので、そことも

十分詰めて、それから、学校関係者とも膝を交えて、少

し時間をかけて全体を通して総合的にまた検討していき

たい、こんなふうに思っていますので、よろしくお願い

したいと思います。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、日里雅至君の質問は終了
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いたしました。 

 次に、石上孝雄君の質問を行います。 

 11番石上孝雄君。 

○11番（石上孝雄君） -登壇- 

 通告に従い、質問してまいります。 

 災害における富良野市の対応についてであります。 

 10月16日の台風による停電、また、幹線道路の通行ど

め等は、市民生活に多大な影響を与え、また、農業の施

設関連では、多くの建物崩壊があり、被害額は5,000万円

以上との話も聞いております。12月３日での補正予算に

もあったとおりでございまして、被害に遭われた皆様方

には、この場をおかりしましてお見舞いを申し上げます。 

 近年の天候は、極端な気温変動、豪雨、豪雪、突風に

見舞われ、北海道の四季とはほど遠く、ことしも、春の

長雨、夏の高温、干ばつ、秋の長雨の影響を受けた基幹

産業である農業、また、春と秋に集中する基盤整備事業

を行う建設業の方は頭を痛めていると思うところであり

ます。 

 さて、10月16日の台風から低気圧に変わった大雪によ

る倒木で、停電と基幹道路の通行どめ等、市民生活にも

混乱を生じました。特に東部地区は３日間にわたって最

大40時間ほどの停電、また、東山地区では復旧の計画停

電を含めて20時間もの停電がありました。一人のけが人、

病人も出ず、生命の危険にさらされなかったのは不幸中

の幸いであったかなと思っております。何の情報も入ら

ない中、不安な一夜を過ごしたと思われます。 

 さて、昨日の渋谷議員と要旨は変わりませんので、中

身を省略させていただきます。 

 そこで、４点お伺いいたします。 

 停電と市道の通行どめに市は対応できていたのか、２

点目は、市から住民への情報伝達はどうだったのか、課

題はなかったのか、３点目は、ＦＭふらのへの放送依頼

はあったのか、なかったのか、４点目は、避難所におけ

る設備の対応はできていたのか、浮き彫りになった課題

はあったのか、以上４点を質問して、１回目の質問を終

わります。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 石上議員の御質問にお答えいたします。 

 災害における市の対応についての被害の把握と今後の

市の対応についてであります。 

 最初に、停電と幹線道路の通行どめ等への対応につき

ましては、市としての必要な情報収集等の対応及び市道

における措置、学校等への情報伝達等、必要な措置をい

たしたところであります。 

 次に、情報伝達の状況につきましては、停電により固

定電話が使用不能な状況のため、携帯電話によりおおむ

ね午後８時ごろまでには対象地域の振興会長、自治会長

あるいは農事組合長、民生委員児童委員等に御連絡を申

し上げ、停電の長期化、通行どめの状況の地域内住民へ

の伝達のお願いと地域内の異変や救急対応が必要の場合

の連絡先について案内をいたしたところであります。午

後10時前には状況確認の電話を入れさせていただき、市

は、この間、24時間体制で住民からの電話対応、上川総

合振興局初め、防災関係機関との連絡調整、マスコミ対

応等に当たりました。幸い、翌朝まで市民の皆様からは

問い合わせや緊急対応等についての電話はありませんで

した。また、地元ラジオ局の放送を通じて、停電及び通

行どめの状況等をお知らせするとともに、安全・安心メ

ールの配信も実施したところであります。 

 次に、避難所の設置、特に東山支所の対応についての

御質問であります。 

 万が一に備え、避難所開設の準備をしていたところで

ありますが、今回の停電におきましては、外出を控えて

自宅にいることが安全と判断をいたし、避難所の開設は

行いませんでした。今後に向けては、停電等が長期化し

た場合には開設の必要がある状況が考えられることから、

地域における円滑な避難所運営に必要な防災機材の充実

及び配備を検討するとともに、地域防災計画の運用及び

見直しの際に反映をしてまいります。 

 また、地域防災の観点から、自主防災組織づくりをさ

らに一層推進し、非常時の地域内における情報伝達、家

庭における防災対策、災害時の助け合い、要援護者の支

援体制の充実等が図られるよう、なお一層、努力してま

いりたい、このように考えているところであります。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 11番石上孝雄君。 

○11番（石上孝雄君） それでは、１点ずつ質問させて

いただきます。 

 まず、市道の件です。 

 多くは、古くから手がつけられていない道路の周りの

雑木ですね。いきなり大きくなったわけではないと思う

のです。まずは双葉からですが、それがいまは高くなっ

て、雪の被害で多くのところで倒木しているといった状

態です。多分、来年の春先まで、10月16日以降もこの雪

で折れているものがさらに落下するとか、もろもろある

と思います。 

 また、多くのところは農業関係の市道ですから、産業

道路という意味においても愛護組合または関係団体との

協議などをしていくべき必要があると思うのですけれど

も、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 建設水道部長外崎番三君。 

○建設水道部長（外崎番三君） 石上議員の再質問にお
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答えいたします。 

 10月16日の雪害による倒木でございます。 

 とりわけ、市道については、680キロメートルの距離が

ございまして、当然、その中には山の中を走っている市

道もございまして、両側には木が存在しますので、当日

は32路線に倒木がありました。その中で、４路線は通行

どめにいたしましたが、そのほかの28路線につきまして

は、いま石上議員が御指摘されるように、道路の脇に存

在する木も確かにございまして、木が倒れていたり枝葉

等々もありましたけれども、特に通行どめにせず、緊急

に処置をして通行どめを解除しました。それ以降も、全

体で800本以上という大量に倒木がございましたので、通

行どめをした４路線は２週間ほど時間がかかりましたし、

その後の風と雪によっても倒木がありましたので、それ

についても処置している状況でございます。 

 道路愛護組合関係につきましては、連絡をとっており

ますが、愛護組合自体に倒木処理をということにはなっ

ておりませんので、直営部隊もしくは委託をしてこうい

った倒木の処理をしているのが現実でございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 11番石上孝雄君。 

○11番（石上孝雄君） 現状はわかりますよ。来年の春

まで、さらに倒木はあると思うのです。それに向かって

協議をしていかなければならないと思うのです。これか

らも、何十年もたてば同じような雑木が恐らくふえてく

ると思います。いままで愛護組合というものが十分機能

していたと思いますし、現地のほうに行けばまだまだ人

口が多くて十分に管理ができていたと思います。これか

らなのですよ。10年後、20年後にも、またこういうこと

が間違いなく起こります。それに向けての協議をこれか

らしていかなければならないのではないかと聞いたつも

りですけれども、いかがですか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 建設水道部長外崎番三君。 

○建設水道部長（外崎番三君） 石上議員の再々質問に

お答えいたします。 

 愛護組合とは、過去からずっと通常の草、木の枝等々

の処理について処置していただくということで、年間の

通常のもので御協力いただいている現状でございます。

今後につきましても、通常の状況の大きく伸びてしまっ

た枝の処置とか倒れそうな木の情報提供ということにつ

いては、今後も行っていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 11番石上孝雄君。 

○11番（石上孝雄君） これからも、ぜひぜひ、これは

継続してやっていただきたいと思います。 

 それから、２番目の情報の伝達です。 

 学校のスクールバスは非常にスムーズにいったと聞い

ていまして、この大雪の中でも、１時間ほどおくれたけ

れども、安全に児童生徒は帰れたということでした。 

 それから、各町内会長、班長ぐらいまでは前日に何と

か対応できたのです。ところが、次の朝７時半ぐらいま

で停電しまして、前の日の市の情報伝達は皆無に等しい

のです。もうちょっとスムーズな情報伝達というか、例

えば、昨年の災害のときのように、宣伝カーのスピーカ

ーでやるとか、そういうこともできたのではないかと思

うのですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 石上議員の再質問にお答え

いたします。 

 災害情報の伝達のあり方についてという趣旨だと考え

ております。 

 まず、16日の夕方に停電、それから、道路の倒木等が

出始めているという中で、これは非常に緊急の状況とい

うことで、一つは安全・安心メール、それからラジオふ

らのを使った情報伝達を行いました。ただ、東部地区あ

るいは東山地区においては電波がなかなか通りにくく、

また、停電の場合は御案内のとおり固定電話が使えない

状況もございまして、広報車での巡回ができなかった中

で、急遽、携帯電話を使った情報提供を行いました。 

 ただ、翌日の朝までに停電の復旧ということで、これ

は、各農事組合長あるいは自治会長、それから東山支所

から連絡をいただきましたし、あわせて、北電富良野営

業所からも連絡をいただきました。そこで、以後につい

ては、例えばファクスなどをいろいろ使える状況の中で、

計画停電の部分の情報提供を含めて、これは北電の責務

でありますけれども、停電の状況について事後的に周知

を図ってきております。 

 市としては、基本的には、災害時については関係機関

との情報共有と住民への緊急の情報提供ということで、

それ以上に悪化するような状態ではなく、今後の復旧に

向けてということでしたので、安全を確認しながら復旧

のほうに全力を傾けてきていたというふうな状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 11番石上孝雄君。 

○11番（石上孝雄君） わかりました。 

 それでは、現地の避難所の設備のことであります。 

 東山方面は、もともと避難場所が何カ所かあります。

その中で、今回、防災会議の中でも、こういう災害の事

例とかマニュアルを少し見せていただきましたけれども、

どこにも載っていなかったのです。災害の避難場所の中
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に東山、樹海小学校が入っています。きのうも渋谷議員

からありましたが、最近の災害で避難をして一番困るの

は生理現象の排せつ物であります。しかし、樹海小学校

はトイレの関係の水圧が物すごく低く、大勢が入ってい

くとかなり無理があるのではなかろうかという話も聞い

ております。 

 こういうときの東山支所の活用、それから緊急電源、

またストーブや電気を常備することに対して、東山支所

の対応ということでの課題はどう考えているのでしょう

か。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 石上議員の再々質問にお答

えいたします。 

 まず、避難所の開設についてでございます。 

 先ほどの市長答弁にもございましたとおり、災害の状

況が長期化する場合においては、当然、避難所の開設と

なるということで、当初、16日の時点から長期化に備え

た考え方を持ってございました。そういった中で、一昼

夜で通電しましたので開設は翌日以降もしていなかった

状況です。 

 もう一つは、避難所の場所的な部分ですが、防災計画

の中では、１次避難所として東山支所、それから、西達

布のおもと会館、西達布集落センターです。一定程度、

長期化する中では、主要避難所として、御案内のとおり、

樹海中学校、樹海小学校となっております。いずれにい

たしましても、東山地区におきましては自主防災組織が

まだ立ち上がっておりませんので、今後、そういった部

分を立ち上げる中で地域の皆さんと十分協議をさせてい

ただきながら、どういった災害のときにどこに集まるの

かと。あわせて、それに対して先ほど市長からも答弁さ

せていただいておりますけれども、必要な機材等につい

てはどういったものが必要なのか、先ほど御質問の中で

も触れておられた非常用電源も含めて、どのような形が

一番スムーズに行くのか、そのあたりを十分検討させて

いただきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 11番石上孝雄君。 

○11番（石上孝雄君） 現地では、特に、今回は、自分

も20時間ほど動きが取れなくて停電の場所に一緒にいま

した。自分はまだ高齢になっていませんからどれぐらい

の寒さかもわかりませんが、たまたま10月16日ぐらいだ

からよかったけれども、またこの時期になるか、来年１

月ぐらいになるか、本当の厳冬期になったときには一晩

の検討の余地もないと思うのです。 

 先ほどの市長答弁にも、次の朝まで苦情も何もなかっ

たとありましたが、なかったのではなくて、多分、電話

ができなかったのだと思います。調べたところ、黒電話

は東山に１台しかないそうです。あとは、電池が入って

いるのがあって、電話が外から入ってくる分はかろうじ

てつながったけれども、こちらからかける分は黒電話１

台しかなかったそうです。その観点から見ても、まして

や東山市街と言われるところにしても、ほとんどが高齢

者です。たとえ一晩でも、やはり避難をかけるなり、そ

の情報はしっかりやっていただかなかったら、これから

１月、２月に一晩ぐらいということでもし何かがあった

ときにはとんでもないことになると思います。ぜひ、そ

の辺を留意して課題を持って慎重にやっていただきたい

なと思います。 

 その辺はどうですか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 石上議員の再質問にお答えをさ

せていただきたいと思います。 

 私の答弁の中で、一昼夜、問い合わせがなかったとい

うことに御指摘があったわけでありますけれども、現実

的には、災害が起きたときはマニュアルどおりにいかな

いのが災害です。いま、石上議員も御指摘のとおり、読

んでみたときはそういう状況だったかもしれないけれど

も、現実的に対応するときにはやっぱりいろいろなこと

を考えて対応しなければなりません。一つは、現実の問

題として倒木で市道は走れないわけです。これは、走り

出すことによって事故が起きるということを想定する状

況があったということであります。 

 二つ目には、私どもといたしましても、雪の降り方が

どういう状況だったか、あるいは、木の上に雪がどの程

度積もって倒れたのか、そういう状況が全くつかめない

というのが現実の姿だったわけであります。また、それ

ぞれの地域に関係する皆さん方のところにお電話するこ

ともできなかったわけですから、携帯電話によって全職

員を充てながら、それぞれの地域の自治会長、農事組合

長、民生児童委員に対してお電話させていただいて、そ

こからそれぞれの集落の班長に御連絡をとっていただく

というお話をさせていただいて対応したわけであります。

現実的に、そのような状況の中で、これが精いっぱいの

情報伝達でしかないのであります。そういう点につきま

しては、今後の課題としてこの問題が大きくクローズア

ップされたわけでありますから、今後、早急にこの対応

について考えていきたいと思います。 

 また、避難所につきましても、先ほどから御答弁させ

ていただいておりますけれども、それぞれ地域防災組織

がありますが、残念ながら、東山についてはまだそうい

う組織が設立されていません。これは、石上議員におい

ても、ぜひ地域に戻りまして、その組織の状況に対して

全市的な観点から御指導なり御再考をいただきたいと思
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います。 

 これが、いま、富良野市の10月16日に起きた現状の対

応のあり方です。幸いにして事故等もなかったわけであ

りますけれども、ないからいいということではございま

せん。次の反省として、次に起こり得る状況を想定しな

がら対応してまいりたい、このように考えておりますの

で、その点でひとつ御理解を賜りたい、このように思う

ところであります。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 11番石上孝雄君。 

○11番（石上孝雄君） 大変いい答えをいただきました。

ぜひぜひ、行動していただきたいと思います。自分も、

帰ったら、早速、やっていきたいと思います。 

 これは、なぜ強くしつこく言ったかというと、移動市

長室のときに、通行どめがあって市の対応が後手後手に

回ってしまった、東山にも入れなかったという話があり

ました。あの日は、経済団体が一つあったのですよ。農

協ですけれども、富良野のほうに戻られる方は時間を区

切って帰れたのですよ。実際に聞いてみてください。 

 それから、13日に東山中継所電源確保の補正もなって

いますけれども、その車は入ってきているのですよ。夜

中の12時に入ってきて、朝の３時に現場復旧が終わって

いるのですよ。停電のときにはテレビを見られないので

すけれども、そういうことをやっているのですよ。だか

ら、くどく言うのですよ。何で入ってこられなかったの

か。停電で私たちは見られませんでした。見られるとい

うことはおかしいなと思って確認したところ、そういう

状態なのです。 

 だから、慎重に、慎重にやったと言っても、出ていく

車があって、入ってくる車があるのだったら、もうちょ

っと慎重に入ってこられたのではなかろうかなと思って、

そこをしつこく聞いたのです。 

 その辺はどうですか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 石上議員の再々々質問にお

答えさせていただきます。 

 通行どめ、特に国道のことをおっしゃられているのか

と思いますけれども、開発局との当日のやりとりの中で

は、緊急車両以外は入れたり出したりというようなこと

は一切しませんということがありました。今回の東山の

避難所の関係につきましては、先ほどから答弁させてい

ただいているように、自宅にいるのが一番安全という中

で開設していないのですが、そういった中で、通行に関

しては、当初、開発局の現場段階の判断として一部でそ

ういった部分があったという情報を後から聞いておりま

す。ただ、基本は、緊急車両以外は出し入れをしないと

いうふうなことを確認しております。 

 それから、もう一点、東山の中継局に関しましては、

やはり、ほとんど情報が伝達できない状況の中で、東山

の中継所をずっと生かしておくことによって、例えば、

車のカーナビでもテレビを聴取していろいろな情報を入

手できるような状況もございました。あるいは、携帯電

話も、翌日には使えない状況も出てきましたが、それ以

前の段階ではワンセグ等を見られる状況もございます。

そういった中で、あそこについては、ずっと電源を切ら

すことなく生かしていくことが非常に大切だということ

で、しかるべき部署で協議をいたしまして、特別に電源

車を入れ、そして電気を供給するという状況に至りまし

た。もう一つは、総務省も、放送が途切れることに対し

て、災害対応を含めて電波事故として非常に厳しく事後

報告を求める状況になっております。 

 ですから、そういったことも含めて、二重の意味で東

山の電源確保、中継局の確保についてなされたというこ

とで把握しております。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、石上孝雄君の質問は終了

いたしました。 

 次に、関野常勝君の質問を行います。 

 12番関野常勝君。 

○12番（関野常勝君） -登壇- 

 さきの通告に従い、本市における児童生徒の学力向上

対策について御質問をいたします。 

 平成19年度から文部科学省において全国学力・学習状

況調査が実施をされておりますが、今年度も北海道にお

ける平均正答率は全国平均を下回っている状況であると

北海道教育委員会が公表しております。教育機会均等を

旨とする義務教育の趣旨を踏まえれば、生まれ育ったと

ころによって学力に大きな差があることは、本来あって

はならないことであり、このため、北海道教育委員会で

は、平成26年度の全国調査までに学力を全国平均まで引

き上げること、さらに、平成29年度までには全ての管内

で全国平均まで引き上げることを目標として掲げており

ます。市町村教育委員会の理解、協力のもとに、総合的

な学力向上策を推進しております。 

 このような中で、富良野市教育委員会では、今年度の

教育行政執行方針でも、全校での学力向上に向けてＺＥ

ＲＯ運動を進め、成果を上げているとお聞きしておりま

す。そこで、今年度行われた全国学力・学習状況調査を

受け、どのような方向性で児童生徒の学力向上を導いて

いこうと考えているのか、次の３点について質問をいた

します。 

 １点目は、平成25年度全国学力・学習状況調査の結果
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と分析について、２点目は、分析した結果、課題となる

ものがあるのでしょうか、３点目は、学力向上へ向けた

各学校での取り組みと教育委員会としての指導内容につ

いて、以上３点を質問しまして、１回目の質問とさせて

いただきます。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 教育委員会教育長宇佐見正光君。 

○教育委員会教育長（宇佐見正光君） -登壇- 

 関野議員の御質問にお答えをいたします。 

 児童生徒の学力向上対策についての平成25年度全国学

力・学習状況調査についてでございます。 

 今年度の全国学力・学習状況調査は、本年４月24日に

市内の小学６年生及び中学３年生を対象に全校において

実施をいたしました。調査の結果と分析についてでござ

いますが、今月中に全国学力・学習状況調査の概要とし

て公表できるよう事務作業を進めており、現在、結果を

集計、分析中であります。 

 なお、この概要をまとめるに当たりましては、調査結

果の分析、検証を行い、学習改善と学力向上を推進する

ため、富良野市ＰＴＡ連合会、富良野市校長会、富良野

市教育委員会の三者で構成いたします富良野市学力向上

推進プロジェクトを９月に立ち上げたところでございま

す。 

 次に、分析した結果と課題であります。 

 分析途中でありますが、教科に関しては、特徴的に、

小学校においては算数の活用に関する問題は全道平均正

答率を上回っており、また、中学校におきましても国語、

数学の知識に関する問題は全道平均正答率を上回ったと

ころでございます。また、課題としては、生活習慣や学

習環境等に関する質問紙調査結果から、富良野市の児童

生徒は、家庭で１時間以上勉強する割合が北海道の児童

生徒と比較して低く、家庭で２時間以上テレビ等を見て

いる割合やテレビゲームをしている時間が長い傾向にあ

るということが判明したところであり、家庭での過ごし

方について、児童生徒のみならず、保護者にも啓発をし

ていく必要があることから、家庭での役割について積極

的に実践してもらうよう明記をしてまいります。 

 次に、学力向上へ向けた各学校での取り組みにつきま

しては、自校の調査結果を分析、検証しながら、学校改

善プランを全校で策定し、学力向上に向けた授業改善や

放課後学習に取り組んでおります。さらに、ことしの夏

休み期間中には、教員と教育大学の支援をいただき、学

生ボランティアの活用による学習サポート事業を実施す

るとともに、冬休みにおいても計画をしており、基礎、

基本の定着に向け、わかる楽しい授業づくりを基本に効

果のある学習指導の取り組みを積極的に実践していると

ころでございます。 

 また、教育委員会といたしましては、学校改善プラン

の確実な実行を学校に指導するとともに、保護者に対し、

児童生徒の家庭での過ごし方及び計画的な家庭学習への

取り組みについて、より具体的に啓発し、さらに、学校、

家庭、ＰＴＡ、地域が一体となり、全ては子供たちのた

めにを合い言葉に、確かな学力向上に取り組める体制づ

くりをより一層推進してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 12番関野常勝君。 

○12番（関野常勝君） 全国学力・学習状況調査の結果

と分析については、ただいま取りまとめ中で、今月中に

公表されるということで了解をいたしました。 

 次に、課題として何点か挙げられておりまして、家庭

内での役割といいますか、家庭内で実践をしてもらう、

家庭に働きかけをするということだったと思いますけれ

ども、家庭の役割というのはどのような内容なのか、具

体的にお聞きしたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長遠藤和章君。 

○教育委員会教育部長（遠藤和章君） 関野議員の再質

問にお答えいたします。 

 課題に挙げました家庭の役割についての実践内容とい

う部分であろうかと思います。 

 今回、公表いたします調査の概要に、学校、家庭、地

域社会、そして行政それぞれがどのように実践して学力

向上に向けるかという部分を示そうと、いま、最終取り

まとめをしているところでございます。その中で、家庭

での役割につきましては、特に家庭での生活習慣や学習

習慣については、生活リズムの確立が大切であるという

ことから、一つ目としましては、富良野市ＰＴＡ連合会

と協議をしながらまとめました家族の約束７カ条の推進

を図ります。それから、二つ目としましては、日常生活

における積極的なコミュニケーションに努めながら親子

の会話を図っていくこと、三つ目では、子供たちの規則

正しい生活習慣と計画的な家庭学習の実践ということ、

それから、四つ目として、早寝・早起き・朝ごはん・み

んなそろって晩ごはん運動の推進、最後に五つ目ですけ

れども、褒めて伸ばす家庭教育の推進ということで、こ

れらを家庭において実践していただくように示す予定で

ございます。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 12番関野常勝君。 

○12番（関野常勝君） いまの家庭での役割は了解をい

たしました。 

 次に、夏休み期間中に学習サポート事業を実施したと

いう答弁をいただきましたけれども、その具体的な内容

とその検証結果をお聞きしたいと思います。 
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○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長遠藤和章君。 

○教育委員会教育部長（遠藤和章君） 関野議員の再質

問にお答えいたします。 

 夏休み中に実施いたしました学習サポート事業の内容

とその検証結果ということでございます。 

 まず、市内の全ての学校において、長期休業中におい

ては教員が子供たちの参加の希望を聞きながらサポート

学習というものを行っております。学習サポート事業と

言いますのは、北海道教育委員会が実施をしているもの

でございまして、大学生などの学生ボランティアを活用

しながら、子供たちに授業の補助、サポートをしてもら

うという事業でございます。今年度は、富良野市として

も初めて取り組みをいたしました。学校につきましては、

富良野小学校、扇山小学校、そして東小学校の３校でご

ざいまして、先ほど言いましたように、大学生が教員の

補助に当たりました。派遣された学生につきましては、

富良野市出身の大学生が２名いらっしゃいました。その

ほか延べ17名の道内の学生が富良野に来られ、子供たち

の学習をサポートしていただいたということでございま

す。 

 成果でございますけれども、まず、子供たちの学習意

欲の向上が図られたこと、そして、学習面でのつまずき

の解消、あるいは、きめ細かな指導によりまして学習支

援ができたということで、子供たちにとっても大変よい

機会かなというふうに考えてございます。 

 また、課題でございますけれども、今回は夏休み中に

行いましたが、当初、少年団活動との日程調整がうまく

いかなくて、若干、日程がかぶったところもございます。

あるいは、相手の都合もございまして、こちらの希望ど

おりの学生ボランティアの人数になかなかならなかった

ことが課題として挙げられるかなと思います。 

 いずれにしても、これらの事業につきましては、先ほ

ども言いましたが、十分な成果が得られておりますので、

先ほどの答弁の中にもございますけれども、再度、冬休

みにもこの事業に取り組んでいきたいといま考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 12番関野常勝君。 

○12番（関野常勝君） ただいま、部長より学力向上に

向けた課題への対応ということで答弁をいただきました。 

 私は、学力向上に対して、点数だけとればよいという

ことではなく、最終的には人格を完成させる、そのため

にはみずから学ぶ力を育成することが重要であると考え

ますが、そのことについて御見解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育長宇佐見正光君。 

○教育委員会教育長（宇佐見正光君） 関野議員の再々々

質問にお答えさせていただきます。 

 いま、学力向上について、部長から再質問等で御答弁

させていただきました。 

 いまの質問の中で、点数だけではなくて、人格の完成

を目指すというお言葉でございますけれども、私どもも、

改正教育基本法、それから、学校教育法も改正されてお

りまして、その中で学力向上の三つの要素というものが

示されております。その一つが学習の基礎、基本の習得、

二つ目は思考力、判断力、表現力の育成、三つ目は学習

の意欲向上、この三つがうたわれております。つまり、

言語活動を重視した教育推進ということで国が示してい

るところであります。 

 これを受けて、先ほど関野議員からもありましたよう

に、教育行政の執行方針に学力向上についてしっかりと

示させていただいておりますが、基礎、基本の習得は大

きな柱であります。それ以外に、富良野市においては、

先ほど２点目でお話をしております思考力、判断力、そ

して表現力を育成する、この中で子供たちの潜在的な能

力引き出していく、この活動が重要であります。 

 そこで、富良野市においては、これまでも多くの方々

の御支援をいただいて演劇活動を展開させていただいて

います。演劇は、話す力、聞く力、そして人に伝える力

の３要素がなければ心に響きません。つまり、この活動

を展開することによって、反復でせりふを覚える、つま

り、学習も反復学習であります。そういう形の中で、国

語の授業、あるいは、それぞれの授業において子供たち

にもしっかりと定着してきておりまして、先ほど御答弁

させていただいたとおり、そういう面でかなり効果も出

てきております。それから、環境教育、あるいはキャリ

ア教育、読書活動と、家庭、地域、行政と、多くの方々

の御支援をいただいて学校の応援団として取り組んでい

ただき、また、それぞれの学校の教育の場において取り

組んでいる成果も出てきております。それが、学力ばか

りでなくて、３年連続文部科学大臣表彰を受けていると

いう結果にも結びついているのかなと思っています。ま

た、ことしは、体力面で扇山小学校が全国の学校体育の

優良校として表彰を受けているところであります。 

 このように、子供たちの潜在的な能力をしっかりと引

き出していく、これが私たちにとって大変重要なことで

ありますので、これからも、子供たちに夢や希望を与え

るような、そして、子供たちがしっかりとその夢を目標

に変えられるような教育行政を進めていきたい、こんな

ふうに思っているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 12番関野常勝君。 
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○12番（関野常勝君） いま、教育長より、学習向上に

向けた生徒の意欲を高めることで、それは了解いたしま

した。 

 学習調査の結果については、富良野市はこれまでも学

校間の序列化や過度な競争につながらないように十分配

慮をして公表されていると思います。この調査結果をも

とにしまして、子供たちのわかる喜び、できる感動、加

えて、特に感性、感覚を刺激することもまた重要だと思

いますので、その辺は学校、教育委員会が連携をしてし

っかりと取り組みを積み重ねることを期待しまして、質

問を終わります。 

○議長（北猛俊君） 各学校の連携についてはよろしい

ですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、関野常勝君の質問は終了

いたしました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 以上で、本日の日程は終了いたし

ました。 

 明12日は、議案調査のため、休会であります。 

 13日の議事日程は、当日配付いたします。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

                午後２時06分 散会
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